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「
ロ
ー
マ
法
王
が
ト
ラ
ン
プ
氏

を
支
持
し
た
」。
昨
年
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
の
際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡

散
し
た
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
は
事
実
無
根
だ
っ
た
。

　
近
年「
フ
ェ
イ
ク（
偽
）ニ
ュ
ー

ス
」
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
の

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
が
大
き
い
。
新

聞
で
は
、
複
数
人
で
何
度
も
事
実

関
係
を
確
認
し
て
か
ら
情
報
を
発

信
す
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
個
人
が

容
易
に
発
信
で
き
る
。
つ
ま
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
は
信
憑
性
が
低
く

◦
２
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

関
学
生
世
界
一
周

◦
３
面
　
日
進
月
歩

【
連
載
】
追
跡
!! 

Ｓ
Ｇ
Ｕ

◦
４
，５
面

秋
の
夜
長
の
コ
ン
ビ
ニ
飯
比
較

◦
６
面

　
教
授
の
背
中

　
お
店
探
し
隊

◦
７
面

Ｋ
．Ｇ
．ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

◦
８
面

関
学
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
ひ
み
つ
大
図
鑑

藤木直人さん

ゴールデンボンバー

新月祭2017実行委員長の永峰一樹さん（商・３）

な
り
や
す
い
。

　
そ
こ
で
、Twitter

の
利
用
状

況
を
調
べ
る
た
め
、
関
学
生
を
中

心
と
し
た
若
者
１
０
０
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
約
78
％
が

「Twitter

の
情
報
を
疑
っ
た
こ

と
が
あ
る
」
と
し
た
。
一
方
で
、

約
23
％
が
「
選
挙
の
情
報
を
得
る

た
め
にTwitter

を
よ
く
使
う
」

と
い
う
。
民
主
主
義
の
基
盤
と
な

る
選
挙
の
情
報
をTwitter

か
ら

得
る
の
は
適
切
だ
ろ
う
か
。
日
本

も
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
二
の
舞

に
な
ら
な
い
か
と
不
安
が
残
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
。
個
人
的
な
意
見

を
容
易
く
発
信
で
き
る
場
は
、
健

全
な
民
主
主
義
に
必
要
だ
ろ

う
。
問
題
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
る
私
た
ち
が
「
情
報

の
信
憑
性
を
判
断
し
、
目
的
に

応
じ
て
情
報
を
取
捨
選
択
で
き

る
か
」
に
尽
き
る
。

　
今
年
４
月
、
ド
イ
ツ
で
は

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
削
除
を

怠
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
各
社
に
罰
金
を

科
す
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
で
は
検
閲
に
な
り

か
ね
な
い
。
情
報
の
取
捨
選
択

は
、
国
家
権
力
に
委
ね
ず
に
国

民
が
行
う
べ
き
だ
ろ
う
。
私
た

ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
性
を
理
解
し

て
、
情
報
を
正
し
く
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

力を合わせて昇る月
共に歩む新月祭2017

　
新
月
祭
２
０
１
７
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
「
月
が
綺
麗
で
す
ね
。

―
新
月
祭
が
、
好
き
で
す
。―
」

に
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
関

西
学
院
大
学
新
月
祭
２
０
１
７
実

行
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る 

永
峰
一
樹
さ
ん
（
商
・
３
）
は
「
人

そ
れ
ぞ
れ
違
う
言
葉
や
関
わ
り
方

の
中
で
新
月
祭
を
好
き
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
昨
年
同
様

に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
全
関
学
生

の
意
見
を
反
映
し
て
選
ば
れ
た
も

の
で
、
改
め
て
学
生
主
体
の
新
月

祭
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
形
だ
。

一
方
で
新
た
な
試
み
も
行
わ
れ
て

い
る
。

　
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
新
月
祭
に
地
域
企
業
が

協
賛
や
ブ
ー
ス
出
店
と
し
て
初
め

て
参
加
す
る
こ
と
だ
。
近
年
の
大

学
と
地
域
と
の
連
携
を
重
視
す
る

時
代
の
流
れ
と
、
地
域
の
人
々
を

共
に
新
月
祭
を
作
る
仲
間
と
し
て

好
き
に
な
り
た
い
と
い
う
実
行
委

員
会
の
願
い
か
ら
こ
の
試
み
が
生

ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ブ
ー
ス

は
全
５
カ
所
で
、
学
生
向
け
の
内

容
が
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
、
協
賛

企
業
か
らK. G. AW

ARD

’17
や

模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
に
景
品
が
提

供
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
華
や
か

な
会
場
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
例
年
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
と
し
て
講
演
会
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
２
つ
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
に
変
更
さ
れ
た
。
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
藤
木
直
人
さ

ん
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

志
田
未
来
さ
ん
が
出
演
す
る
。
ま

た
、
例
年
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
最
終
日
に
行
わ
れ
る
音
楽
ラ

イ
ブ
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ン
バ
ー

が
出
演
を
決
め
た
。
さ
ら
に
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
神
戸
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
でYouTube
復

習
会
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は

YouTuber

の
水
溜
り
ボ
ン
ド
さ

ん
と
共
に
関
学
生
、
一
般
来
場
客

を
巻
き
込
ん
で
行
わ
れ
る
双
方
向

イ
ベ
ン
ト
で
、
臨
場
感
を
重
視
し

た
催
し
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
に
も

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
お
笑
い
ラ

イ
ブ
、
子
供
向
け
の
催
し
な
ど
幅

広
い
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。

　
開
催
は
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

が
10
月
21
日
と
22
日
、
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
が
11
月
２
日
か
ら
５

日
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
が
11
月

11
日
と
12
日
と
な
っ
て
い
る
。
一
人

一
人
の
思
い
を
乗
せ
て
新
た
な
歴

史
を
踏
み
出
す
新
月
祭
２
０
１
７
。

始
ま
り
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。

日　付 イベント 時　間 場　所

神戸三田キャンパス

21（土）～
22（日） さんだえんじょいパーク

21日
12:40～16:30 正門横芝生　　　　　　　　　　　

雨天時：第三厚生棟22日
10:00～16:30

21（土）～
22（日） ひらめきラボ

21日
12:40～16:00

アカデミックコモンズ１階
22日

10:00～16:00

10/21（土） YouTube復習会 15:00～16:00 体育館

10/22（日） 志田未来トークショー 13:00～14:15 Ⅵ号館101教室

西宮上ケ原キャンパス

２日（木）～
４日（土）

模擬店グランプリ
～勝利をもぎとれ～

予選

２日
12:40～17:20

図書館前３日
10:00～17:20

４日
10:00～11:30

11/４日（土） 模擬店グランプリ
～勝利をもぎとれ～

決勝
14:30～15:20 図書館前

11/２日（木） 藤木直人トークイベント 15:00～16:00 中央講堂

11/３日（祝） イルミネーションLIVE
～華咲くヒカリのハーモニー～ 17:20～18:40 中央芝生

11/４日（土） K.G.AWARD’17
～Be a shining star～ 14:00～16:15 中央講堂

11/５日（日） ゴールデンボンバー LIVE 2017
～燃えて酔わせてKGU～ 15:45～16:45 中央芝生

西宮聖和キャンパス

11日（土）～
12日（日） せいわんだーらんど

11日
12:40～17:00

図書館前広場
12日

10:00～17:00

11/11日（土） Say! Wow! カーニバル 14:10～16:40 １号館横ステージ

11/12日（日） LAUGH! 12:45～13:50 体育館

世界を駆ける
〜多田修平選手インタビュー〜

　
体
育
会
陸
上
競
技
部
の
多
田
修

平
選
手
（
法
・
３
）
が
、
８
月
に

ロ
ン
ド
ン
世
界
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
と
台
北
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

に
出
場
、
９
月
に
は
日
本
学
生
対

校
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
に

出
場
し
、
力
走
を
見
せ
た
。

　
多
田
選
手
の
元
に
は
マ
ス
コ

ミ
の
取
材
や
イ
ベ
ン
ト
出
演
の

依
頼
が
沢
山
舞
い
込
ん
で
い
る

そ
う
。
街
中
で
は
フ
ァ
ン
に
気

づ
か
れ
る
こ
と
が
増
え
た
よ
う

だ
。
今
回
の
取
材
で
も
、
た
ま

た
ま
出
会
っ
た
フ
ァ
ン
の
男
性

か
ら
頼
ま
れ
、
気
さ
く
に
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
に
応
じ
る
と
い
う

「
神
対
応
」
を
披
露
し
た
。

　
今
年
、
一
躍
注
目
選
手
と

な
っ
た
。
６
月
の
日
本
学
生
個

人
選
手
権
で
は
１
０
０
ｍ
準
決

勝
で
追
い
風
参
考
な
が
ら
９
秒

94
、
決
勝
で
は
公
認
記
録
で
10
秒

08
を
叩
き
出
し
た
。「
追
い
風
参
考

の
記
録
よ
り
、
公
認
で
10
秒
０
台

を
マ
ー
ク
し
た
ほ
う
が
嬉
し
か
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
自
己
ベ
ス
ト
は

10
秒
20
台
だ
っ
た
の
で
か
な
り
タ

イ
ム
が
飛
躍
し
た
」
と
語
る
。

　
続
く
代
表
選
考
会
兼
日

本
選
手
権
の
決
勝
１
０
０

ｍ
で
２
位
に
入
り
、
日
本

代
表
に
選
出
さ
れ
た
。
本

学
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
央
芝
生
前
に
は
代

表
選
出
を
祝
う
大
き
な
看

板
が
設
置
さ
れ
た
が

「
毎
日
、
前
を
通
る
の

で
、
か
な
り
恥
ず
か
し

か
っ
た
」
と
照
れ
る
。

　
日
本
代
表
と
し
て
挑
ん
だ
世

界
選
手
権
１
０
０
ｍ
予
選
で
は

得
意
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で

レ
ー
ス
中
盤
ま
で
ウ
サ
イ
ン
・
ボ

ル
ト
選
手（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）を
リ
ー

ド
、「
無
我
夢
中
で
走
っ
た
。
レ
ー

ス
終
盤
で
は
歩
幅
の
広
い
外
国

人
選
手
が
加
速
し
て
く
る
、
少

し
で
も
リ
ー
ド
を
保
と
う
と
余

裕
は
な
か
っ
た
」
50
ｍ
走
な
ら

世
界
一
に
な
れ
る
の
で
は
と
聞
く
と

「
も
し
か
し
た
ら
そ
う
か
も
」と
笑
っ

た
。
同
大
会
の
４
×
１
０
０
リ
レ
ー

で
は
第
一
走
を
務
め
、
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
こ
の
リ
レ
ー
が
今
年
も
っ
と

も
嬉
し
く
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る

レ
ー
ス
だ
そ
う
。

多田修平選手を直撃！

　
９
月
の
イ
ン
カ
レ
で
は
、

１
０
０
ｍ
決
勝
で
桐
生
祥
秀
選
手

（
東
洋
大
）
が
日
本
新
の
９
秒
98
を

記
録
。
多
田
選
手
は
続
く
２
位
で

10
秒
07
を
記
録
し
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
し
た
も
の
の
、「
会
場
は
桐
生

選
手
の
記
録
に
湧
き
、
僕
は
完
全

に
ア
ウ
ェ
ー
。
そ
の
場
か
ら
去
り

た
か
っ
た
」
と
悔
し
が
る
。

　
「
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に

向
け
、
ま
ず
は
日
本
代
表
に
な
る

こ
と
。
ま
た
、
９
秒
台
を
安
定
し

て
出
せ
る
選
手
に
な
る
こ
と
。
そ

し
て
最
終
的
に
は
五
輪
の
表
彰
台

に
立
ち
た
い
」
と
今
後
の
決
意
を

語
る
。
多
田
選
手
の
柔
ら
か
な
笑

顔
の
裏
に
は
闘
志
が
燃
え
て
い
た
。
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謝
状
」
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
ベ
ー
ツ
が

学
生
た
ち
と
親
密
な
関
係
を
築
い

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
平
常
展
で
は
、
展
示
す
る

機
会
の
少
な
い
ベ
ー
ツ
の
趣
味
に

関
す
る
展
示
も
あ
る
。
今
回
は

ベ
ー
ツ
が
愛
用
し
て
い
た
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
や
、
絵
を
描
く
ベ
ー
ツ

の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。ベ
ー

ツ
の
違
っ
た
一
面
を
垣
間

見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
２
０
１
４
年
に
開
館
し

た
関
西
学
院
大
学
博
物
館

は
、
９
月
で
開
館
３
周

年
を
迎
え
た
。
学
芸
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
倉
田
麻
里

絵
さ
ん
と
中
本
和か

ず

さ
ん

は
「
来
館
す
る
方
に
は
近

隣
住
民
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が

多
い
。
授
業
と
授
業
の
合

間
で
も
い
い
の
で
、
も
っ

　
「
世
界
の
現
実
を
知
り
た
い
」。

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
世
界
一
周
を

成
し
遂
げ
た
関
学
生
が
い
る
。
中

村
建
二
郎
さ
ん
（
経
・
４
）
だ
。

　
中
村
さ
ん
は
、
小
、
中
学
校
で

「
周
囲
の
環
境
に
な
じ
め
な
い
」

と
感
じ
不
登
校
に
な
っ
た
。
そ
の

後
進
学
し
た
定
時
制
高
校
で
、
２

年
生
の
と
き
の
担
任
が
社
会
人
経

験
の
あ
る
英
語
教
師
だ
っ
た
。
会

社
で
実
際
に
英
語
を
使
用
し
て
い

た
と
い
う
話
は
刺
激
的
で
、
学
校

に
継
続
し
て
通
う
意
欲
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
。

　
猛
勉
強
の
末
に
本
学
へ
入
学
し

KGニュース

　
９
月
８
日
か
ら
10
日
の
３
日

間
、
大
阪
市
阿
倍
野
区
の
オ
ー
バ

ル
シ
ア
タ
ー
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
、
演
劇
集
団
関
奈
月vol.22

新

入
生
デ
ビ
ュ
ー
公
演
「
夏
の
夜
の

夢
」
が
公
演
さ
れ
た
。

で
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は

『
殺
陣
』
な
ど
の
新
し
い
ジ
ャ
ン

ル
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」と
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
歴
史
は
ま
だ
浅
い
が
、
着
実
な

成
長
を
続
け
る
関
奈
月
。
こ
れ
か

ら
も
部
員
み
ん
な
で
意
見
を
出
し

合
い
「
み
ん
な
」
で
さ
ら
な
る
成

長
を
目
指
す
。

陳
列
「
Ｃ
．Ｊ
．Ｌ
．
ベ
ー
ツ
生
誕

１
４
０
周
年
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
展
示
は
、
ベ
ー
ツ
生
誕

１
４
０
周
年
と
と
も
に
、
ベ
ー
ツ

の
母
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
の
建
国

１
５
０
周
年
と
、
関
西
学
院
発

祥
の
地
に
近
い
神
戸
港
が
開
港

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

行
わ
れ
た
。

　
ベ
ー
ツ
は
１
９
２
０
年
か
ら

１
９
４
０
年
の
20
年
間
、
関
西
学

院
の
第
４
代
院
長
を
務
め
た
。
本

学
の
ス
ク
ー
ル
・
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
“Mastery for Service

（
奉

仕
の
た
め
の
練
達
）”
を
提
唱
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
特
集
陳
列
の
展
示
品
に
「
夏

休
み
前
の
午ご

餐さ
ん

会か
い

の
メ
ニ
ュ
ー
」

（
１
９
１
２
年
）
が
あ
る
。
高
等

学
部
（
現
在
の
大
学
に
当
た
る
教

育
機
関
）
開
設
１
年
目
の
夏
休
み

前
に
、
当
時
の
学
部
長
で
あ
っ
た

た
中
村
さ
ん
だ
が
、
人
生
の
方
向

性
が
定
ま
ら
ず
苦
悩
し
た
。「
将

来
し
た
い
こ
と
の
答
え
が
見
つ
か

れ
ば
」
と
、
３
回
生
の
夏
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
１
ヶ
月
間
、留
学
し
た
。

そ
こ
で
は
、
言
語
・
宗
教
・
人
の

考
え
方
な
ど
、
日
本
と
の
違
い
に

驚
い
た
と
い
う
。「
当
た
り
前
の

幅
が
広
が
っ
た
」
と
話
す
中
村
さ

ん
。
そ
の
後
「
他
国
で
は
違
う
当

た
り
前
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
考
え
、
本
学
を
１
年
間
休

学
し
、
世
界
一
周
の
旅
に
出
た
。

　
期
間
は
昨
年
の
４
月
８
日
か
ら

２
月
22
日
。
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

を
中
心
に
34
カ
国
を
訪
れ
た
。「
そ

の
国
を
知
る
に
は
教
育
現
場
を
見

る
の
が
一
番
だ
」
と
考
え
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
主
に
学
校
を
多
く

訪
ね
た
。
マ
ラ
ウ
イ
の
学
校
で
は

１
ク
ラ
ス
が
約
２
５
０
人
で
、
全

員
が
集
ま
れ
る
建
物
が
な
く
、
屋

外
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
中
村
さ
ん
の
「
当
た
り
前
の

幅
」
は
よ
り
広
が
っ
た
。

　
旅
で
は
苦
難
も
あ
っ
た
。
イ
ン

ド
で
睡
眠
強
盗
の
被
害
に
あ
っ
た

の
だ
。
中
村
さ
ん
は
パ
ス
ポ
ー
ト

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
１
枚
を
残

し
、
他
の
物
を
す
べ
て
失
っ
た
。

し
か
し
「
こ
こ
ま
で
き
て
止
め
ら

れ
な
い
」
と
、
必
要
な
も
の
は
現

地
で
調
達
し
、
旅
を
続
け
た
。

　
「
帰
国
後
は
幸
せ
の
基
準
値
が

下
が
っ
た
」と
中
村
さ
ん
は
語
る
。

「
エ
ア
コ
ン
や
電
気
が
な
い
地
域

も
多
く
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ

の
大
切
さ
、
日
本
の
良
さ

を
再
確
認
で
き
た
」
と
話

し
た
。

　
今
後
は
、
不
登
校
の
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

い
う
。
中
村
さ
ん
は
、
不

登
校
は
当
た
り
前
で
は
な

く
悪
い
こ
と
だ
と
考
え
て

い
た
。
し
か
し
、
世
界
一

周
を
通
し
て
「
様
々
な
当

た
り
前
」
を
知
り
、
周
囲

と
違
う
こ
と
も
悪
い
こ
と

で
は
な
い
と
分
か
っ
た
。 

こ
の
経
験
か
ら
「
当
た
り
前
で
は

な
い
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い

と
伝
え
て
い
き
た
い
。
他
と
は

違
う
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
思

わ
ず
、
少
し
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

捉
え
る
人
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。（
Ｋ
・
Ｍ
）

ベ
ー
ツ
は
全
教
職
員
・
学
生
を
午

餐
会
（
昼
食
会
）
に
招
待
し
た
。

学
校
の
設
備
や
図
書
、
教
師
へ
の

不
満
か
ら
転
校
を
考
え
て
い
た
学

生
は
、
ベ
ー
ツ
の
心
温
ま
る
も
て

な
し
と
そ
の
場
の
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
に
感
動
し
、
学
校
に
留
ま
っ

た
と
い
う
。

　
ま
た
、
１
９
３
２
年
に
大
学
開

設
を
実
現
さ
せ
た
際
、
学
生
か
ら

受
け
取
っ
た
「
大
学
昇
格
実
現
感

と
学
生
に
来
て
ほ
し
い
。
博
物
館
が

本
学
の
こ
と
を
知
る
よ
い
き
っ
か 

け
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し

た
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
博
物
館
の

展
示
か
ら
、
本
学
の
１
２
８
年
間

の
歴
史
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
な
お
次
回
の
企
画
展
は
10
月
28

日
か
ら
「
装
い
の
上
海
モ
ダ
ン
―

近
代
中
国
女
性
の
服
飾
―
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
る
。

公演の様子

　
10
月
21
日
ま
で
、
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
時
計
台
内
の
関
西
学

院
大
学
博
物
館
に
お
い
て
、
平

常
展
「Gift for the Future

　

関
西
学
院
の
あ
ゆ
み
―
学
院
を
築

い
た
４
人
の
院
長
―
」
と
、
特
集

ベーツに学ぶ128年の歴史
～博物館特集陳列～

当
た
り
前
の
幅
が
広
が
っ
た
旅

関
学
生
、
世
界
一
周

当
た
り
前
の
幅
が
広
が
っ
た
旅

開館３周年を迎えた博物館

関奈月のみなさん

展示品「夏休み前の午餐会のメニュー」

マラウイの学校で能楽を披露する直前の中村さん（中央）

夏の終わりを告げる夢夏の終わりを告げる夢
演劇集団 関奈月
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演劇集団 関奈月

vol.22 新入生デビュー公演

　
本
公
演
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
作
の
喜
劇
を
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、
結
婚

に
関
す
る
問
題
を
抱
え
た
貴
族
の

男
女
た
ち
と
森
に
住
む
妖
精
た
ち

に
よ
っ
て
織
り
成
さ
れ
る
ス
ト
ー

リ
ー
だ
。
こ
の
作
品
を
選
ん
だ
理

由
に
つ
い
て
、
関
奈
月
の
部
長
を

務
め
る
日
野
碧み

ど
り
さ
ん
（
文
・
３
）

は
、「
学
生
の
演
劇
に
お
い
て
『
夏

の
夜
の
夢
』
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は

少
な
い
。
登
場
人
物
が
多
い
こ
の

作
品
を
や
る
な
ら
、
新
入
部
員
の

数
が
多
い
今
年
し
か
な
い
と
思
っ

た
」
と
語
る
。

　
キ
ャ
ス
ト
が
多
か
っ
た
た
め

チ
ー
ム
分
け
を
行
い
、
各
方
面
か

ら
出
た
ア
イ
デ
ア
は
で
き
る
だ
け

劇
に
盛
り
込
ん
だ
。
例
え
ば
、
こ

の
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
は
喜
劇
だ

が
、
シ
リ
ア
ス
な
場
面
と
コ
ミ
カ

ル
な
場
面
で
、
照
明
や
台
詞
の
言

い
回
し
な
ど
を
変
え
た
。
場
面
の

境
界
を
し
っ
か
り
区
別
し
、
観
客

が
飽
き
な
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。

だ
が
、
質
の
良
い
劇
を
目
指
し
て

い
く
中
で
苦
労
し
た
点
も
あ
っ
た

と
い
う
。
今
年
関
奈
月
に
入
部

し
た
大
市
拓
弥
さ
ん
（
経
・
１
） 

は
、「
上
回
生
に
比
べ
経
験
が
少

な
く
、
動
き
や
滑
舌
に
癖
が
出
て

し
ま
っ
て
い
た
。
癖
を
完
全
に
無

く
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
ど

れ
だ
け
無
く
し
て
い
け
る
か
が
１

回
生
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
本
学
の
他
の
演
劇
部
は
学
内
で

公
演
を
行
う
が
、
２
０
１
１
年
に

創
部
し
て
以
来
、
関
奈
月
は
「
学

外
公
演
」
を
最
大
の
特
徴
と
し
て

活
動
し
て
き
た
。日
野
さ
ん
は「
会

話
劇
を
褒
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
の
で
、
今
後
も
会
話
が
自
然

に
見
え
る
よ
う
な
演
技
を
心
が
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
の
代
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詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

は
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

10
月
12
日
、
12
時
45
分
か
ら
13
時

20
分
に
開
催
さ
れ
、
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
26
日
と
12

月
14
日
、
12
時
45
分
か
ら
13
時
20

分
に
開
催
さ
れ
る
。
開
催
教
室
に

つ
い
て
は
国
連
・
外
交
統
括
セ
ン

タ
ー
の
情
報
を
参
照
し
て
ほ
し

い
。
こ
れ
以
外
に
も
国
連
・
外
交

統
括
セ
ン
タ
ー
で
常
に
質
問
な
ど

を
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
教

員
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ら
れ

て
お
り
、
随
時
行
わ
れ
て
い
る
。

少
し
で
も
不
安
な
点
が
あ
る
人

や
、
国
際
機
関
へ
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
相
談
を
し
た
い
人
に
は
積

極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　
今
春
か
ら
始
動
し
た
大
学
院

「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」で
は
現
在
、

経
営
戦
略
研
究
科
か
ら
4
名
、
総

合
政
策
研
究
科
か
ら
２
名
、
国
際

学
研
究
科
・
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
文
化
研
究
科
か
ら
１
名
ず

つ
の
計
８
名
の
学
生
が
日
夜
勉
学

に
励
ん
で
い
る
。
日
本
人
学
生
５

名
と
留
学
生
が
３
名
で
国
際
色
豊

か
に
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。
出
身
大
学

も
様
々
で
本
学
出
身
は
も
ち
ろ
ん

国
際
基
督
教
大
学
や
大
阪
大
学
出

身
の
学
生
も
い
る
。
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
が

集
ま
っ
て
い
る
の
も
大
き
な
魅
力

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
し
た
学
生

が
、
世
界
を
舞
台
に
大
い
に
活
躍

す
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
。

KGニュース

『18歳成人、変わる社会』『18歳成人、変わる社会』

論説日進月歩日進月歩
　
上
川
陽
子
法
務
大
臣
は
、
８
月

４
日
の
閣
議
後
の
会
見
で
民
法
に

お
け
る
成
人
年
齢
を
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
る
た
め
の
民
法
改

正
案
を
今
年
秋
の
臨
時
国
会
に
提

出
す
る
意
向
を
示
し
た
。法
務
省
は
、

こ
の
民
法
改
正
案
に
女
性
の
婚
姻

年
齢
を
16
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
上

げ
る
規
定
も
盛
り
込
む
予
定
だ
。

　
成
人
年
齢
と
は
、
ひ
と
り
で
法

律
行
為
（
意
思
表
示
の
内
容
通
り

の
物
事
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
）
を

行
え
る
よ
う
に
な
る
年
齢
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
年
齢
は
国
ご
と
に

18
歳
か
ら
21
歳
ま
で
異
な
る
。
な

お
、
国
際
法
で
あ
る
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」

の
第
１
条
で
は
、
児
童
は
18
歳
未

満
の
全
て
の
者
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。し
た
が
っ
て
国
際
法
上
で
は
、

18
歳
以
上
の
者
が
成
人
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
20
歳
成
人
は
１
８
７ 

６
年
の
太
政
官
布
告
に
由
来
し
て

い
る
。
１
０
０
年
以
上
が
経
過
し

て
時
代
が
激
変
し
、
教
育
の
普
及

な
ど
に
よ
り
成
人
年
齢
引
き
下
げ

を
求
め
る
考
え
が
強
く
な
っ
て
い

る
。

り
、
選
挙
権
年
齢
と
成
人
年
齢
を

合
わ
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
生
ま
れ
、
政
府

は
民
法
の
改
正
案
を
国
会
に
提
出

し
た
。

　
で
は
、
成
人
年
齢
を
引
き
下
げ

る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
い
っ
た
も
の

な
の
か
。
法
務
省
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
か
ら
３
つ
ほ
ど
例
を
挙
げ
て

紹
介
す
る
。

　
１
つ
目
は
、
金
銭
面
の
自
由
化

で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
を
自
由

に
組
む
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ

と
が
金
銭
面
の
自
由
化
の
1
つ
で

あ
る
。
現
在
は
18
歳
や
19
歳
が
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
契
約

を
結
ぶ
際
、
親
権
者
の
同
意
が
必

要
に
な
る
。
し
か
し
、
成
人
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
18
歳
以
上

は
成
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
親
権
者
の
同
意
は
必
要

で
は
な
く
な
る
。

　
２
つ
目
は
、
社
会
教
育
の
充
実

で
あ
る
。
現
行
の
制
度
で
は
20
歳

が
成
人
年
齢
に
当
た
る
の
で
、
成

人
に
な
る
た
め
の
教
育
と
い
う
の

が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
成
人
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
と
、
高
校
３
年
生
か

ら
成
人
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
高

校
の
授
業
で
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
危
険
性
や
成
人
と
い

う
意
味
、
大
人
に
な
る
た
め
の
教

育
に
現
実
味
を
持
っ
て
指
導
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
３
つ
目
は
、
社
会
的
に
自
立
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
18
歳
は
経

済
的
自
立
が
可
能
な
年
齢
で
あ

り
、
現
に
結
婚
、
運
転
免
許
を
取

得
で
き
る
こ
と
、
働
い
て
い
る
場

合
は
納
税
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
18
歳
は
す
で
に
成
人

と
し
て
扱
わ
れ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
「
年
齢
20
歳
を
も
っ

て
、成
年
と
す
る
」（
民
法
第
４
条
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
に

は
例
外
が
あ
る
。
例
え
ば
、
20
歳

未
満
で
あ
っ
て
も
婚
姻
し
て
い
れ

ば
成
年
と
み
な
さ
れ
る
（
民
法
第

７
６
３
条
）と
い
う
規
定
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
結
婚
や
契
約
の
締

結
が
認
め
ら
れ
る
私
法
上
の
権
利

で
あ
っ
て
飲
酒
・
喫
煙
な
ど
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
民
法
の
改

正
案
が
成
立
す
れ
ば
18
歳
、
19
歳

が
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
言
い
か
え
る
と
保
護
者

の
同
意
な
し
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
民
法
の
成
人
年
齢
を

引
き
下
げ
る
と
、
未
成
年
者
飲
酒

禁
止
法
・
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
、

税
法
の
未
成
年
者
控
除
な
ど
の

「
成
年
の
定
義
」
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。 

民
法
の「
成
年
の
定
義
」

に
準
拠
し
た
法
律
を
改
正
す
る
こ

と
は
慎
重
に
行
う
べ
き
だ
と
い
う

意
見
も
あ
る
。

　
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
は
、

法
務
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
法

制
審
議
会
が
２
０
０
９
年
に
「
18

歳
に
引
き
下
げ
る
べ
き
」
と
答
申

し
た
。
ま
た
、
自
民
党
の
特
命
委

員
会
も
２
０
１
５
年
の
９
月
に
成

人
年
齢
を
引
き
下
げ
る
べ
き
と
い

う
提
言
を
ま
と
め
て
い
た
。

　
ま
た
、
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に

は
「
18
歳
選
挙
権
」
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。 

２
０
１
５
年
６

月
、
改
正
公
職
選
挙
法
が
施
行
さ

れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
選
挙
改
革
は

１
９
４
５
年
に
女
性
の
参
政
権
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
以
来
の
大
改
革

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
18
歳
選
挙

権
」
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ

　
こ
こ
ま
で
は
18
歳
成
人
に
賛
成

の
意
見
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
か

ら
は
反
対
の
意
見
も
見
て
み
よ

う
。
こ
れ
も
、
法
務
省
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
か
ら
２
つ
紹
介
す
る
。

　
反
対
の
理
由
で
多
く
見
受
け
ら

れ
た
の
が
、
金
銭
面
の
責
任
問
題

で
あ
る
。
新
成
年
者
が
知
識
も
ま

だ
不
十
分
な
の
に
ロ
ー
ン
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
契
約
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
多
重
債
務
者
に

な
り
う
る
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
る
。

　
多
重
債
務
者
に
な
れ
ば
今
後
の

人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
確
実
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

社
会
教
育
し
て
か
ら
引
き
揚
げ
る

べ
き
だ
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
が
、
精
神
的

な
自
立
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
賛
成
派
の
意
見
で
は
18

歳
は
結
婚
、
免
許
な
ど
が
認
め
ら

れ
て
社
会
的
に
自
立
し
て
お
り
、

成
人
し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
で

あ
っ
た
が
、
反
対
派
は
成
人
年
齢

を
引
き
下
げ
て
も
大
人
と
し
て
の

自
覚
や
精
神
面
が
未
熟
で
あ
っ
て

社
会
に
出
て
い
く
の
は
不
安
だ
と

危
惧
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

　
成
人
年
齢
引
き
下
げ
は
、
労
働

環
境
に
も
影
響
が
出
る
。
労
働
基

準
法
で
は
20
歳
未
満
を
「
未
成
年 

者
」、
18
歳
・
19
歳
を
「
年
少
者
」、

15
歳
の
年
度
末
ま
で
「
児
童
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、「
未
成
年
者
」

に
お
け
る
規
制
に
労
働
契
約
解
除

権
が
あ
る
。

　
労
働
契
約
解
除
権
と
は
労
働
契

約
が
未
成
年
者
に
不
利
で
あ
っ
た

場
合
、
親
権
者
な
ど
が
解
除
で
き

る
権
利
で
あ
る
。
成
人
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
こ
の
解
除

権
の
対
象
か
ら
外
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
な
ど
に
よ
る
労
働
被
害
が
広
が

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」。

今
回
は
「
国
連
・
国
際
機
関
へ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
実
現
へ
向

け
て
、
11
月
に
い
よ
い
よ
初
め
て

の
募
集
を
開
始
す
る
Ｍ
Ｓ
（
複
数

分
野
専
攻
制
）
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
国
連
・
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
並

び
に
、
大
学
院
「
国
連
・
外
交

コ
ー
ス
」
の
１
年
目
の
様
子
と
２

年
目
に
向
け
て
の
動
き
を
お
伝
え

国
連
・
国
際
機
関
へ
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
構
想
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://gap.kwansei.ac.jp/unfa/

ス
で
行
わ
れ
る
説
明
会
で
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
説
明
会
は
、
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
６

日
、12
時
45
分
か
ら
13
時
25
分
に
、

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月

13
日
、
15
時
10
分
か
ら
15
時
40
分

に
行
わ
れ
る
。
開
催
教
室
に
つ
い

て
は
国
連
・
外
交
統
括
セ
ン
タ
ー

の
情
報
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
前
例
を
見
な
い
新
た
な
取
り
組

み
が
始
ま
る
。
狭
き
門
で
は
あ
る

が
、
興
味
を
持
っ
た
学
生
は
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　
次
に
２
０
１
６
年
度
以
前
の
入

学
生
も
将
来
履
修
で
き
る
大
学

院
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に
つ

い
て
だ
。
国
連
・
国
際
機
関
職
員

に
な
る
に
は
一
般
的
に
修
士
以
上

の
高
い
専
門
性
と
、
実
務
経
験
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の

コ
ー
ス
を
履
修
す
る
学
生
は
、
各

所
属
研
究
科
で
の
学
位
取
得
と
同

時
に
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に

定
め
ら
れ
て
い
る
23
単
位
を
修
得

す
る
。
今
年
の
第
一
次
募
集
で
は

既
に
学
内
外
か
ら
の
受
験
が
あ
っ

た
。
第
二
次
募
集
は
出
願
前
・
事

前
審
査
型
と
出
願
時
・
同
時
審
査

型
が
あ
る
。
出
願
前
・
事
前
審
査

型
は
２
月
に
行
わ
れ
る
各
研
究
科

の
試
験
よ
り
前
の
１
月
に
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
の
試
験
が
行
わ
れ

る
。
こ
の
方
式
で
受
験
が
可
能
な

の
は
文
学
・
社
会
学
・
経
済
学
・

商
学
・
総
合
政
策
・
人
間
福
祉
・

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化

の
研
究
科
だ
。
一
方
、
出
願
時
・

同
時
審
査
型
で
は
各
研
究
科
の
試

験
と
同
じ
日
程
で
試
験
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
は
神
学
・
法
学
・
教
育

学
・
国
際
学
・
理
工
学
の
研
究
科

と
経
営
戦
略
研
究
科
の
国
際
経
営

コ
ー
ス
Ａ
方
式
で
出
願
が
可
能
で

あ
る
。

第16回追跡!! SGU
国連・国際機関へのゲートウェイ実現へ
MS特別プログラム「国連・外交プログラム」
と大学院「国連・外交コース」の今

す
る
。

　
前
回
ま
で
の「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」

で
も
紹
介
し
て
い
る
通
り
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
は
、
将

来
国
連
・
国
際
機
関
職
員
や
外
交

官
と
い
っ
た
世
界
の
公
共
の
場
で

活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
学

部
生
・
大
学
院
生
に
対
し
て
提
供

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｓ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
従
来
の

Ｍ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様
に
所
属

学
部
の
授
業
に
加
え
て
「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
必
要
単
位
、

32
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
で
修
了

を
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
必
要

単
位
に
は
、
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
国
際
社
会
貢
献
活
動
、

そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
事
柄
を

学
ぶ
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
各
学

部
が
開
講
す
る
、
国
際
関
係
や
人

権
、
宗
教
、
国
際
法
な
ど
、
国
際

公
共
の
分
野
で
活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
知
識
を
得
る
科
目
も
選
択
必
修

科
目
で
あ
る
。
ま
た
、
必
修
科
目

に
は
大
学
院
「
国
連
・
外
交
コ
ー

ス
」
と
共
通
で
開
講
さ
れ
る
科
目

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
科
目

は
、
国
連
・
外
交
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
き
た
実
務
家
教
員
が
講
義

を
担
当
す
る
。
学
部
生
の
段
階
か

ら
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
授
業
を

受
講
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
も
繋
が
る
。

　
学
部
生
に
提
供
さ
れ
る
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
履
修
で
き
る
の

は
２
０
１
７
年
度
以
降
の
入
学
生

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま

た
、
定
員
は
20
人
と
な
っ
て
お
り

少
数
精
鋭
と
な
る
。
募
集
期
間
は

11
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
で
、
書

類
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
る
。
さ

ら
に
詳
し
い
情
報
は
各
キ
ャ
ン
パ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
成
人
年
齢
の
引

き
下
げ
は
国
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
国
民
間
の
認
識
は
深
ま
っ
て

い
る
と
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

周
知
期
間
が
３
年
あ
る
か
ら
、
そ

れ
ま
で
に
必
要
な
対
策
を
取
れ
ば

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
懸
念

材
料
が
あ
る
か
ら
に
は
政
府
は
慎

重
な
議
論
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



2017年10月5日関 西 学 院 大 学 新 聞

2017年10月5日 関 西 学 院 大 学 新 聞

3

　
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

は
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

10
月
12
日
、
12
時
45
分
か
ら
13
時

20
分
に
開
催
さ
れ
、
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
26
日
と
12

月
14
日
、
12
時
45
分
か
ら
13
時
20

分
に
開
催
さ
れ
る
。
開
催
教
室
に

つ
い
て
は
国
連
・
外
交
統
括
セ
ン

タ
ー
の
情
報
を
参
照
し
て
ほ
し

い
。
こ
れ
以
外
に
も
国
連
・
外
交

統
括
セ
ン
タ
ー
で
常
に
質
問
な
ど

を
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
教

員
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ら
れ

て
お
り
、
随
時
行
わ
れ
て
い
る
。

少
し
で
も
不
安
な
点
が
あ
る
人

や
、
国
際
機
関
へ
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
相
談
を
し
た
い
人
に
は
積

極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　
今
春
か
ら
始
動
し
た
大
学
院

「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」で
は
現
在
、

経
営
戦
略
研
究
科
か
ら
4
名
、
総

合
政
策
研
究
科
か
ら
２
名
、
国
際

学
研
究
科
・
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
文
化
研
究
科
か
ら
１
名
ず

つ
の
計
８
名
の
学
生
が
日
夜
勉
学

に
励
ん
で
い
る
。
日
本
人
学
生
５

名
と
留
学
生
が
３
名
で
国
際
色
豊

か
に
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。
出
身
大
学

も
様
々
で
本
学
出
身
は
も
ち
ろ
ん

国
際
基
督
教
大
学
や
大
阪
大
学
出

身
の
学
生
も
い
る
。
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
が

集
ま
っ
て
い
る
の
も
大
き
な
魅
力

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
し
た
学
生

が
、
世
界
を
舞
台
に
大
い
に
活
躍

す
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
。

KGニュース

『18歳成人、変わる社会』『18歳成人、変わる社会』

論説日進月歩日進月歩
　
上
川
陽
子
法
務
大
臣
は
、
８
月

４
日
の
閣
議
後
の
会
見
で
民
法
に

お
け
る
成
人
年
齢
を
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
る
た
め
の
民
法
改

正
案
を
今
年
秋
の
臨
時
国
会
に
提

出
す
る
意
向
を
示
し
た
。法
務
省
は
、

こ
の
民
法
改
正
案
に
女
性
の
婚
姻

年
齢
を
16
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
上

げ
る
規
定
も
盛
り
込
む
予
定
だ
。

　
成
人
年
齢
と
は
、
ひ
と
り
で
法

律
行
為
（
意
思
表
示
の
内
容
通
り

の
物
事
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
）
を

行
え
る
よ
う
に
な
る
年
齢
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
年
齢
は
国
ご
と
に

18
歳
か
ら
21
歳
ま
で
異
な
る
。
な

お
、
国
際
法
で
あ
る
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）」

の
第
１
条
で
は
、
児
童
は
18
歳
未

満
の
全
て
の
者
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。し
た
が
っ
て
国
際
法
上
で
は
、

18
歳
以
上
の
者
が
成
人
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
20
歳
成
人
は
１
８
７ 

６
年
の
太
政
官
布
告
に
由
来
し
て

い
る
。
１
０
０
年
以
上
が
経
過
し

て
時
代
が
激
変
し
、
教
育
の
普
及

な
ど
に
よ
り
成
人
年
齢
引
き
下
げ

を
求
め
る
考
え
が
強
く
な
っ
て
い

る
。

り
、
選
挙
権
年
齢
と
成
人
年
齢
を

合
わ
せ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
生
ま
れ
、
政
府

は
民
法
の
改
正
案
を
国
会
に
提
出

し
た
。

　
で
は
、
成
人
年
齢
を
引
き
下
げ

る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
い
っ
た
も
の

な
の
か
。
法
務
省
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
か
ら
３
つ
ほ
ど
例
を
挙
げ
て

紹
介
す
る
。

　
１
つ
目
は
、
金
銭
面
の
自
由
化

で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
を
自
由

に
組
む
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ

と
が
金
銭
面
の
自
由
化
の
1
つ
で

あ
る
。
現
在
は
18
歳
や
19
歳
が
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
契
約

を
結
ぶ
際
、
親
権
者
の
同
意
が
必

要
に
な
る
。
し
か
し
、
成
人
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
18
歳
以
上

は
成
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
親
権
者
の
同
意
は
必
要

で
は
な
く
な
る
。

　
２
つ
目
は
、
社
会
教
育
の
充
実

で
あ
る
。
現
行
の
制
度
で
は
20
歳

が
成
人
年
齢
に
当
た
る
の
で
、
成

人
に
な
る
た
め
の
教
育
と
い
う
の

が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
成
人
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
と
、
高
校
３
年
生
か

ら
成
人
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
高

校
の
授
業
で
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
危
険
性
や
成
人
と
い

う
意
味
、
大
人
に
な
る
た
め
の
教

育
に
現
実
味
を
持
っ
て
指
導
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
３
つ
目
は
、
社
会
的
に
自
立
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
18
歳
は
経

済
的
自
立
が
可
能
な
年
齢
で
あ

り
、
現
に
結
婚
、
運
転
免
許
を
取

得
で
き
る
こ
と
、
働
い
て
い
る
場

合
は
納
税
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
18
歳
は
す
で
に
成
人

と
し
て
扱
わ
れ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
「
年
齢
20
歳
を
も
っ

て
、成
年
と
す
る
」（
民
法
第
４
条
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
に

は
例
外
が
あ
る
。
例
え
ば
、
20
歳

未
満
で
あ
っ
て
も
婚
姻
し
て
い
れ

ば
成
年
と
み
な
さ
れ
る
（
民
法
第

７
６
３
条
）と
い
う
規
定
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
結
婚
や
契
約
の
締

結
が
認
め
ら
れ
る
私
法
上
の
権
利

で
あ
っ
て
飲
酒
・
喫
煙
な
ど
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
民
法
の
改

正
案
が
成
立
す
れ
ば
18
歳
、
19
歳

が
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
言
い
か
え
る
と
保
護
者

の
同
意
な
し
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
民
法
の
成
人
年
齢
を

引
き
下
げ
る
と
、
未
成
年
者
飲
酒

禁
止
法
・
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
、

税
法
の
未
成
年
者
控
除
な
ど
の

「
成
年
の
定
義
」
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。 

民
法
の「
成
年
の
定
義
」

に
準
拠
し
た
法
律
を
改
正
す
る
こ

と
は
慎
重
に
行
う
べ
き
だ
と
い
う

意
見
も
あ
る
。

　
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
は
、

法
務
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
法

制
審
議
会
が
２
０
０
９
年
に
「
18

歳
に
引
き
下
げ
る
べ
き
」
と
答
申

し
た
。
ま
た
、
自
民
党
の
特
命
委

員
会
も
２
０
１
５
年
の
９
月
に
成

人
年
齢
を
引
き
下
げ
る
べ
き
と
い

う
提
言
を
ま
と
め
て
い
た
。

　
ま
た
、
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に

は
「
18
歳
選
挙
権
」
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。 

２
０
１
５
年
６

月
、
改
正
公
職
選
挙
法
が
施
行
さ

れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
選
挙
改
革
は

１
９
４
５
年
に
女
性
の
参
政
権
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
以
来
の
大
改
革

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
18
歳
選
挙

権
」
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ

　
こ
こ
ま
で
は
18
歳
成
人
に
賛
成

の
意
見
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
か

ら
は
反
対
の
意
見
も
見
て
み
よ

う
。
こ
れ
も
、
法
務
省
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
か
ら
２
つ
紹
介
す
る
。

　
反
対
の
理
由
で
多
く
見
受
け
ら

れ
た
の
が
、
金
銭
面
の
責
任
問
題

で
あ
る
。
新
成
年
者
が
知
識
も
ま

だ
不
十
分
な
の
に
ロ
ー
ン
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
契
約
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
多
重
債
務
者
に

な
り
う
る
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
る
。

　
多
重
債
務
者
に
な
れ
ば
今
後
の

人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
確
実
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と

社
会
教
育
し
て
か
ら
引
き
揚
げ
る

べ
き
だ
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
が
、
精
神
的

な
自
立
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
賛
成
派
の
意
見
で
は
18

歳
は
結
婚
、
免
許
な
ど
が
認
め
ら

れ
て
社
会
的
に
自
立
し
て
お
り
、

成
人
し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
で

あ
っ
た
が
、
反
対
派
は
成
人
年
齢

を
引
き
下
げ
て
も
大
人
と
し
て
の

自
覚
や
精
神
面
が
未
熟
で
あ
っ
て

社
会
に
出
て
い
く
の
は
不
安
だ
と

危
惧
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

　
成
人
年
齢
引
き
下
げ
は
、
労
働

環
境
に
も
影
響
が
出
る
。
労
働
基

準
法
で
は
20
歳
未
満
を
「
未
成
年 

者
」、
18
歳
・
19
歳
を
「
年
少
者
」、

15
歳
の
年
度
末
ま
で
「
児
童
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、「
未
成
年
者
」

に
お
け
る
規
制
に
労
働
契
約
解
除

権
が
あ
る
。

　
労
働
契
約
解
除
権
と
は
労
働
契

約
が
未
成
年
者
に
不
利
で
あ
っ
た

場
合
、
親
権
者
な
ど
が
解
除
で
き

る
権
利
で
あ
る
。
成
人
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
こ
の
解
除

権
の
対
象
か
ら
外
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
な
ど
に
よ
る
労
働
被
害
が
広
が

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」。

今
回
は
「
国
連
・
国
際
機
関
へ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
実
現
へ
向

け
て
、
11
月
に
い
よ
い
よ
初
め
て

の
募
集
を
開
始
す
る
Ｍ
Ｓ
（
複
数

分
野
専
攻
制
）
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
国
連
・
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
並

び
に
、
大
学
院
「
国
連
・
外
交

コ
ー
ス
」
の
１
年
目
の
様
子
と
２

年
目
に
向
け
て
の
動
き
を
お
伝
え

国
連
・
国
際
機
関
へ
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
構
想
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://gap.kwansei.ac.jp/unfa/

ス
で
行
わ
れ
る
説
明
会
で
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
説
明
会
は
、
西
宮

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月
６

日
、12
時
45
分
か
ら
13
時
25
分
に
、

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
10
月

13
日
、
15
時
10
分
か
ら
15
時
40
分

に
行
わ
れ
る
。
開
催
教
室
に
つ
い

て
は
国
連
・
外
交
統
括
セ
ン
タ
ー

の
情
報
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
前
例
を
見
な
い
新
た
な
取
り
組

み
が
始
ま
る
。
狭
き
門
で
は
あ
る

が
、
興
味
を
持
っ
た
学
生
は
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　
次
に
２
０
１
６
年
度
以
前
の
入

学
生
も
将
来
履
修
で
き
る
大
学

院
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に
つ

い
て
だ
。
国
連
・
国
際
機
関
職
員

に
な
る
に
は
一
般
的
に
修
士
以
上

の
高
い
専
門
性
と
、
実
務
経
験
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の

コ
ー
ス
を
履
修
す
る
学
生
は
、
各

所
属
研
究
科
で
の
学
位
取
得
と
同

時
に
「
国
連
・
外
交
コ
ー
ス
」
に

定
め
ら
れ
て
い
る
23
単
位
を
修
得

す
る
。
今
年
の
第
一
次
募
集
で
は

既
に
学
内
外
か
ら
の
受
験
が
あ
っ

た
。
第
二
次
募
集
は
出
願
前
・
事

前
審
査
型
と
出
願
時
・
同
時
審
査

型
が
あ
る
。
出
願
前
・
事
前
審
査

型
は
２
月
に
行
わ
れ
る
各
研
究
科

の
試
験
よ
り
前
の
１
月
に
国
連
・

外
交
コ
ー
ス
の
試
験
が
行
わ
れ

る
。
こ
の
方
式
で
受
験
が
可
能
な

の
は
文
学
・
社
会
学
・
経
済
学
・

商
学
・
総
合
政
策
・
人
間
福
祉
・

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化

の
研
究
科
だ
。
一
方
、
出
願
時
・

同
時
審
査
型
で
は
各
研
究
科
の
試

験
と
同
じ
日
程
で
試
験
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
は
神
学
・
法
学
・
教
育

学
・
国
際
学
・
理
工
学
の
研
究
科

と
経
営
戦
略
研
究
科
の
国
際
経
営

コ
ー
ス
Ａ
方
式
で
出
願
が
可
能
で

あ
る
。

第16回追跡!! SGU
国連・国際機関へのゲートウェイ実現へ
MS特別プログラム「国連・外交プログラム」
と大学院「国連・外交コース」の今

す
る
。

　
前
回
ま
で
の「
追
跡
‼
Ｓ
Ｇ
Ｕ
」

で
も
紹
介
し
て
い
る
通
り
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
は
、
将

来
国
連
・
国
際
機
関
職
員
や
外
交

官
と
い
っ
た
世
界
の
公
共
の
場
で

活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
学

部
生
・
大
学
院
生
に
対
し
て
提
供

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｓ
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
従
来
の

Ｍ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様
に
所
属

学
部
の
授
業
に
加
え
て
「
国
連
・

外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
必
要
単
位
、

32
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
で
修
了

を
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
必
要

単
位
に
は
、
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
国
際
社
会
貢
献
活
動
、

そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
事
柄
を

学
ぶ
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
各
学

部
が
開
講
す
る
、
国
際
関
係
や
人

権
、
宗
教
、
国
際
法
な
ど
、
国
際

公
共
の
分
野
で
活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
知
識
を
得
る
科
目
も
選
択
必
修

科
目
で
あ
る
。
ま
た
、
必
修
科
目

に
は
大
学
院
「
国
連
・
外
交
コ
ー

ス
」
と
共
通
で
開
講
さ
れ
る
科
目

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
科
目

は
、
国
連
・
外
交
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
き
た
実
務
家
教
員
が
講
義

を
担
当
す
る
。
学
部
生
の
段
階
か

ら
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
授
業
を

受
講
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
も
繋
が
る
。

　
学
部
生
に
提
供
さ
れ
る
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
履
修
で
き
る
の

は
２
０
１
７
年
度
以
降
の
入
学
生

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
ま

た
、
定
員
は
20
人
と
な
っ
て
お
り

少
数
精
鋭
と
な
る
。
募
集
期
間
は

11
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
で
、
書

類
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
る
。
さ

ら
に
詳
し
い
情
報
は
各
キ
ャ
ン
パ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
成
人
年
齢
の
引

き
下
げ
は
国
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
国
民
間
の
認
識
は
深
ま
っ
て

い
る
と
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

周
知
期
間
が
３
年
あ
る
か
ら
、
そ

れ
ま
で
に
必
要
な
対
策
を
取
れ
ば

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
懸
念

材
料
が
あ
る
か
ら
に
は
政
府
は
慎

重
な
議
論
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



2017年10月5日関 西 学 院 大 学 新 聞

2017年10月5日 関 西 学 院 大 学 新 聞 4秋の夜長のコンビニ飯比較

　日本にコンビニエンスストア（コンビニ）が登場して40年が経
過し、コンビニの国内店舗数は５万５千店を超えた。年間167億
人が来店し、売上高は10兆円を突破した。今では日本人の生活に
は欠かせない社会インフラとなった。そんな普段何気なく使ってい
るコンビニでも、店によって品揃えは結構異なっている。今回は、
大手コンビニ３社の商品を関学生の視点で比較してみた。比較

コ
ン
ビ
ニ紹

介

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
売
上
、店
舗
数 

と
も
に
業
界
最 

大
手
。
１
９
７
４

年
の
日
本
初
出

店
以
降
、
業
界

の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
銀
行
Ａ

Ｔ
Ｍ
や
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
設

置
。
近
年
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
マ

シ
ン
を
導
入
し
「
セ
ブ
ン
カ

フ
ェ
」
の
展
開
に
成
功
。
店
名

は
、
創
業
当
初
の
営
業
時
間
に

由
来
。
大
手
で
唯
一
、
沖
縄
県

に
は
未
進
出
。
正
式
に
は
「
セ

ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
」
と
表
記
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
Ｐ

Ｂ
）
は
「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア

ム
」
を
展
開
。
国
内
店
舗
数
は

１
万
９
千
。（
以
下
文
中
で
は「
セ

ブ
ン
」
と
表
記
し
ま
す
）

　
西
友
が
設
立
。 

「
フ
ァ
ミ
チ
キ
」

を
は
じ
め
と 

し
た
ホ
ッ
ト
ス

ナ
ッ
ク
や
、
冷
凍 

ス
イ
ー
ツ
「
フ

ラ
ッ
ペ
」に
強
み
。

駅
構
内
へ
の
出
店
も
得
意
。
近
年

エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
や
コ
コ
ス

ト
ア
を
買
収
し
、
規
模
を
拡
大
。

昨
年
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
と
経

営
統
合
し
、
業
界
２
位
に
浮
上
。

来
年
８
月
ま
で
に
、
店
舗
ブ
ラ
ン

ド
を
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
に

統
一
予
定
。Ｐ
Ｂ
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」を
展
開
。

国
内
店
舗
数
は
１
万
８
千
。（
以

下
文
中
で
は
「
フ
ァ
ミ
マ
」
と
表

記
し
ま
す
）

　
コ
ン
ビ
ニ
各
社
の
お
で
ん
の
販

売
開
始
は
早
く
、
例
年
８
月
中
に

お
で
ん
商
戦
は
始
ま
る
。
各
社
と

も
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
つ
ゆ
を

採
用
す
る
ほ
ど
の
力
の
入
れ
よ
う

だ
。
今
回
は
お
で
ん
の
定
番
と
も

い
え
る
、
大
根
、
玉
子
、
こ
ん
に
ゃ

く
の
３
品
で
、
３
社
の
お
で
ん
を

食
べ
比
べ
て
み
た
。
な
お
今
回
は
、

近
畿
地
方
の
コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
さ

れ
て
い
る
お
で
ん
で
比
較
を
行
っ

　
本
格
的
な
ス
イ
ー
ツ
を
比
較
的

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
楽
し
め

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
。
商
品

の
充
実
度
が
高
い
ロ
ー
ソ
ン
、
外

れ
商
品
が
な
い
と
い
う
セ
ブ
ン
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
売
り
の
フ
ァ
ミ
マ

の
３
社
が
販
売
す
る
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
比
べ
た
。

　
ロ
ー
ソ
ン
の
『
大
き
な
ツ
イ
ン

シ
ュ
ー
』
は
、
そ
の
名
前
の
通
り

か
な
り
大
き
め
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

て
い
る
。

　
ま
ず
は
フ
ァ
ミ
マ
の
お
で
ん
だ
。

今
年
か
ら
は
、
レ
ジ
横
の
ホ
ッ
ト

ス
ナ
ッ
ク
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い

る
「
フ
ァ
ミ
横
商
店
街
」
の
「
お

で
ん
処
」
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。
煮
込
ん
だ
後
も
変
色
し
な
い

「
光
り
輝
く
黄
金
つ
ゆ
」
は
、
か
つ

お
と
昆
布
を
ベ
ー
ス
に
鯖
の
だ
し

が
効
い
て
い
る
。
ど
の
具
材
も
大

き
く
、
食
べ
ご
た
え
の
あ
る
お
で

ん
だ
っ
た
。
つ
ゆ
に
染
ま
り
す
ぎ

ず
、
具
材
そ
れ
ぞ
れ
の
味
を
し
っ

か
り
と
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
昨

年
９
月
に
経
営
統
合
し
た
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
の
人
気
商
品
だ
っ

た
「
チ
ビ
太
の
お
で
ん
」
か
ら
発

想
を
得
た
「
屋
台
風
お
で
ん
」
も

投
入
さ
れ
た
。
こ
ん
に
ゃ
く
、
豆

腐
揚
げ
、
焼
ち
く
わ
の
３
種
類

の
具
材
が
串
に
刺
さ
っ
て
税
込

１
３
５
円
と
は
お
買
得
で
あ
る
。

　
次
は
セ
ブ
ン
の
お
で
ん
だ
。
つ

ゆ
は
昆
布
を
ベ
ー
ス
に
、
牛
肉
と

鶏
肉
を
煮
込
ん
で
い
る
た
め
か
、

つ
ゆ
の
色
は
比
較
的
濃
い
。
そ
し

て
、
隠
し
包
丁
が
以
前
よ
り
も
深

く
な
っ
た
大
根
は
、
つ
ゆ
が
し
っ

か
り
染
み
込
ん
で
い
た
。
ま
た
、

具
材
は
カ
ッ
ト
方
法
や
味
付
け
を

工
夫
し
た
こ
と
で
、「
つ
ゆ
絡
み
」

し
や
す
く
な
っ
た
。
こ
ん
に
ゃ
く

は
、
切
れ
込
み
を
少
な
く
し
て
歯

ご
た
え
を
残
し
つ
つ
、
つ
ゆ
の
絡

み
具
合
が
絶
妙
だ
っ
た
。

　
ロ
ー
ソ
ン
の
お
で
ん
は
、
全
体

的
に
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。
つ
ゆ

は
、
か
つ
お
節
と
昆
布
を
ベ
ー
ス

に
、
牛
肉
や
丹
波
赤
鶏
、
淡
口
醤

油
を
加
え
て
煮
込
ん
だ
と
い
う
。

セ
ブ
ン
に
比
べ
こ
ん
に
ゃ
く
の
切

れ
込
み
が
多
く
、
や
わ
ら
か
い
の

が
特
徴
だ
。
玉
子
は
「
ヨ
ー
ド
卵
・

光
」
ブ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
て
い
て
、

濃
厚
な
黄
身
を
味
わ
え
る
。
そ
し

て
大
根
は
、
自
社
農
場
で
栽
培
さ

れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
人

気
の
「
串
お
で
ん
」
は
、
毎
月
１

品
が
新
商
品
と
し
て
発
売
さ
れ
る

ほ
か
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
の
各
地

域
限
定
の
具
材
も
充
実
し
て
い
る
。

　
各
社
こ
だ
わ
り
の
具
材
は
、

想
像
以
上
に
違
い
が
あ
っ
て
驚

い
た
。
個
人
的
に
、
今
度
は
同

じ
コ
ン
ビ
ニ
で
も
地
域
ご
と
に

異
な
る
つ
ゆ
の
飲
み
比
べ
を
し

て
み
た
い
。
あ
な
た
も
コ
ン
ビ

ニ
お
で
ん
で
、
一
足
早
く
冬
の

気
分
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

お 

で 

ん

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

セ　ブ　ン

セ　ブ　ン

ファミマ

ファミマ

ローソン

ローソン

厚 切 大 根　80円
こだわり味付玉子　90円
国産こんにゃく　80円

大きな
ツインシュー

105円

味しみ大根　80円
こだわりたまご　90円
味しみこんにゃく　75円

THE
セブンシュー

130円

ローソンファーム大根　77円
ヨード卵・光 玉子　93円
こんにゃく　77円

大きなカスタード
&ホイップシュー

138円

VS

VS

VS

VS

ム
で
、
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
る
と
手

か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

大
き
さ
だ
。
し
っ
と
り
し
た
皮
の

中
に
は
と
ろ
っ
と
し
た
ク
リ
ー
ム

が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
て
、
北

海
道
産
の
生
ク
リ
ー
ム
と
カ
ス

タ
ー
ド
が
７
：
３
く
ら
い
の
割
合

で
入
っ
て
い
る
。
お
互
い
の
味
を

消
す
こ
と
な
く
全
体
的
に
あ
っ
さ

り
し
た
味
に
仕
上
が
っ
て
い
る
た

め
、
飽
き
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
コ
ー

ヒ
ー
や
紅
茶
に
合
い
そ
う
な
、
ク

セ
の
な
い
定
番
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
と
い
う
印
象
だ
。

　
続
い
て
は
、
セ
ブ
ン
の
『THE

セ
ブ
ン
シ
ュ
ー
』。
今
回
比
較
し

た
３
つ
の
中
で
最
も
小
さ
い
、
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
だ
。
だ
が
、
見
た
目
の
か
わ
い

さ
と
は
裏
腹
に
中
身
は
カ
ス
タ
ー

ド
が
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど

び
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。
シ
ェ

フ
や
パ
テ
ィ
シ
エ
の
声
で
作
ら
れ

た
と
い
う
、
お
菓
子
作
り
に
特
化

し
た
極
上
卵
・
エ
グ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
カ
ス

タ
ー
ド
は
、
色
が
濃
く
、
弾
力
が

あ
り
、
崩
れ
に
く
い
と
い
う
の
が

特
徴
だ
。
価
格
は
少
々
上
が
っ
て

し
ま
う
が
、
濃
厚
で
コ
ク
の
あ
る

上
質
な
カ
ス
タ
ー
ド
が
楽
し
め

る
。
カ
ス
タ
ー
ド
好
き
な
ら
一
度

は
食
べ
て
お
き
た
い
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
だ
。

　
最
後
は
、
フ
ァ
ミ
マ
の
『
大

き
な
カ
ス
タ
ー
ド
＆
ホ
イ
ッ
プ

シ
ュ
ー
』。
こ
ち
ら
は
ロ
ー
ソ
ン

の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
さ
ら
に
上

回
る
大
き
さ
で
、
ま
る
で
岩
の
よ

う
な
見
た
目
が
特
徴
的
だ
。
生
ク

リ
ー
ム
と
カ
ス
タ
ー
ド
の
「
と
ろ

け
る
」
ク
リ
ー
ム
が
売
り
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
半
分
に
カ
ッ
ト
す

る
と
、
中
か
ら
ク
リ
ー
ム
が
流
れ

出
て
く
る
ほ
ど
。
そ
の
た
め
、
皮

は
厚
め
に
パ
リ
ッ
と
焼
か
れ
て
あ

る
。
こ
ち
ら
は
、
生
ク
リ
ー
ム
よ

り
も
カ
ス
タ
ー
ド
の
割
合
が
高

く
、
ロ
ー
ソ
ン
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
よ
り
は
甘
み
が
強
い
印
象
だ
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い

が
、
材
料
や
ク
リ
ー
ム
の
比
に
こ

だ
わ
る
こ
と
で
他
の
コ
ン
ビ
ニ
と

差
を
つ
け
て
い
る
よ
う
だ
。
自
分

の
好
み
や
そ
の
時
の
気
分
に
よ
っ

て
コ
ン
ビ
ニ
を
変
え
、
い
ろ
い
ろ

な
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
に
挑
戦
し
て

み
る
と
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

お
に
ぎ
り

セ　ブ　ン

ローソン

ファミマ

具たっぷり手巻
ツナマヨネーズ
115円

手巻 シーチキンマヨネーズ
110円

手巻おにぎり
シーチキンマヨネーズ
110円

VS

VS

　
「
ツ
ナ
マ
ヨ
お
に
ぎ
り
に
違
い

が
あ
る
の
？
」
と
思
っ
た
あ
な
た

に
ぜ
ひ
続
き
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

　
ま
ず
は
、
値
段
の
比
較
か
ら

だ
。
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
マ
は
と

も
に
税
込
１
１
０
円
で
、
セ
ブ
ン

は
２
社
よ
り
５
円
高
い
１
１
５
円

だ
。
し
か
し
こ
こ
に
は
具
材
と
お

に
ぎ
り
全
体
の
重
さ
と
関
係
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
す
る
。

１
１
０
円
の
２
社
は
、
具
に
「
は

ご
ろ
も
フ
ー
ズ
の
シ
ー
チ
キ
ン
」

を
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
重
さ

の
点
で
は
、
セ
ブ
ン
が
一
番
ず
っ

し
り
と
し
て
い
る
。
セ
ブ
ン
は
バ

ラ
ン
ス
よ
く
重
く
、
フ
ァ
ミ
マ
は

下
部
に
重
心
が
あ
る
。
ロ
ー
ソ
ン

は
軽
め
の
印
象
だ
。

　
次
に
包
装
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
と
い
え
ば
、

３
ス
テ
ッ
プ
で
包
装
を
は
が
す
絵

が
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
海

苔
が
包
装
の
中
に
残
る
失
敗
を
し

て
皆
さ
ん
は
イ
ラ
イ
ラ
し
た
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
マ
の
２
社
は
、
１
ス
テ
ッ

プ
目
の
部
分
が
太
め
に
設
計
さ
れ

て
い
た
。
セ
ブ
ン
の
も
の
は
１
ス

テ
ッ
プ
目
の
部
分
が
細
め
で
、
味

付
海
苔
の
た
め
、
べ
た
つ
い
て
包

装
の
は
が
れ
や
す
さ
で
は
劣
っ
て

し
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
フ
ァ
ミ
マ

の
包
装
に
は
ベ
ル
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
皆
さ
ん
お
待
ち

か
ね
、
味
の
比
較
を
し
よ
う
。

　
セ
ブ
ン
は
先
ほ
ど
も
挙
げ
た
よ

う
に
関
西
地
方
向
け
ら
し
く
海
苔

が
味
付
海
苔
で
あ
る
。
具
は
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
が
控
え
め
で
、
ツ
ナ
本
来

の
お
い
し
さ
を
楽
し
め
る
。
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
は
少
な
く
て
も
、
味
付
海

苔
が
塩
味
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
ソ
ン
は
一
口
目
を
食
べ
た

と
き
、
お
米
の
お
い
し
さ
と
甘
さ
、

程
よ
い
塩
味
が
口
に
広
が
る
。
お

米
を
包
む
焼
海
苔
も
香
ば
し
い
。

具
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
控
え
め
で
ツ

ナ
を
邪
魔
し
て
い
な
い
。

　
フ
ァ
ミ
マ
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
非

常
に
多
く
、
さ
ら
に
卵
黄
の
多
い

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
使
用
し
て
い
る
た

め
か
な
り
濃
厚
な
味
わ
い
だ
。
ツ

ナ
マ
ヨ
感
が
一
番
強
く
、
満
足
感

が
あ
る
。

　
お
に
ぎ
り
定
番
の
具
№
１
の
ツ

ナ
マ
ヨ
一
つ
を
と
っ
て
も
各
社
が

独
自
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
気
分
や
好
み
に
合
わ
せ
て
チ
ョ

イ
ス
し
て
み
て
ほ
し
い
。

2017年10月5日関 西 学 院 大 学 新 聞

2017年10月5日 関 西 学 院 大 学 新 聞

5 秋の夜長のコンビニ飯比較

コンビニ飯
秋の夜長の

ロ
ー
ソ
ン

　
ダ
イ
エ
ー
が
設

立
。「
プ
レ
ミ
ア

ム
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」
な
ど
の
「
ウ

チ
カ
フ
ェ
ス
イ
ー

ツ
」が
人
気
。「
か

ら
あ
げ
ク
ン
」
や

「
Ｌ
チ
キ
」な
ど
の
ホ
ッ
ト
ス
ナ
ッ

ク
も
充
実
。
他
に
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ロ
ー
ソ
ン
」
や
「
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト

ア
１
０
０
」
も
展
開
。
ポ
プ
ラ
や

ス
リ
ー
エ
フ
な
ど
中
堅
コ
ン
ビ

ニ
と
提
携
し
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
店

舗
も
存
在
。
昨
年
三
菱
商
事
が
完

全
子
会
社
化
。
Ｐ
Ｂ
は
「
ロ
ー
ソ

ン
セ
レ
ク
ト
」
を
展
開
。
国
内
店

舗
数
は
１
万
３
千
。（
以
下
文
中

で
は
「
ロ
ー
ソ
ン
」
と
表
記
し

ま
す
）

　
「
も
ん
で
、
注
い
で
、
か
き
混

ぜ
て
」
作
る
フ
ァ
ミ
マ
の
フ
ラ
ッ

ペ
。
よ
く
見
か
け
る
け
ど
飲
ん
だ

こ
と
は
な
い
、
そ
ん
な
人
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、

定
番
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
『
カ
フ
ェ

　
レ
ジ
横
に
売
っ
て
い
る
と
、
香

ば
し
さ
に
つ
ら
れ
て
つ
い
つ
い
買

い
た
く
な
っ
て
し
ま
う
ホ
ッ
ト
ス

ナ
ッ
ク
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も

代
表
的
な
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
食

べ
比
べ
て
み
た
。

フ
ラ
ッ
ペ

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

ファミマファミマ

ファミマ

カフェフラッペ
270円

ファミチキ
180円

ジェラートフラッペ
ヨーグルト味

320円

Ｌチキ 旨塩チキン
150円

フ
ラ
ッ
ペ
』
と
８
月
中
旬
に
発
売

さ
れ
た
ば
か
り
の
『
ジ
ェ
ラ
ー
ト

フ
ラ
ッ
ペ
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
）』
を

飲
み
比
べ
た
。

　
カ
フ
ェ
フ
ラ
ッ
ペ
は
、コ
ー
ヒ
ー

と
い
う
よ
り
は
カ
フ
ェ
オ
レ
に
近

い
味
で
非
常
に
ま
ろ
や
か
。
一
口

目
は
「
甘
い
」
と
感
じ
る
が
、
飲

み
進
め
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ

氷
が
溶
け
丁
度
良
い
味
わ
い
に
な

る
。
ま
た
、
少
々
苦
み
が
あ
り
そ

れ
が
良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。
細
か
い
氷
の
た
め
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
感
覚
で
楽
し
む
こ
と
も
で

き
る
。
こ
の
味
と
価
格
な
ら
、
わ

ざ
わ
ざ
オ
シ
ャ
レ
な
カ
フ
ェ
に
行

か
な
く
て
も
満
足
で
き
て
し
ま
い

そ
う
だ
。
一
方
、新
作
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
フ
ラ
ッ
ペ（
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
）は
、

こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ッ
ペ
と
ひ
と
味

違
う
。「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
と
い
う
だ

け
あ
っ
て
、
舌
触
り
が
非
常
に
な

め
ら
か
。
味
は
あ
っ
さ
り
し
て
い

る
の
か
と
思
い
き
や
濃
厚
。
さ
ら

に
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を
注
ぐ
こ
と

で
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
風
味
に
コ
ク
が

プ
ラ
ス
さ
れ
、深
い
味
わ
い
に
な
っ

て
い
る
。
普
通
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

は
な
く
ヤ
ク
ル
ト
に
近
い
味
で
、

全
体
的
に
甘
さ
が
強
く
甘
党
の
人

に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
ド
リ
ン
ク
で

あ
る
。

　
現
在
、
フ
ァ
ミ
マ
で
は
８
種
類

の
フ
ラ
ッ
ペ
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
期
間
限
定
の
商
品
も
多
く
存

在
す
る
た
め
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
す
る
。様
々

な
味
に
挑
戦
し
自
分
好
み
の
フ

ラ
ッ
ペ
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。

ローソン

VS

　
ま
ず
フ
ァ
ミ
マ
の
「
フ
ァ
ミ
チ

キ
」
は
、
２
０
０
６
年
に
発
売
さ

れ
た
。
鶏
も
も
肉
の
腰
側
に
あ
る

「
サ
イ
」
の
部
分
を
使
用
し
て
い

る
。
昨
年
に
は
、
累
計
売
上
10
億

本
を
達
成
し
た
「
元
祖
骨
な
し
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
」
で
あ
る
。
不
動

の
一
番
人
気
と
な
っ
た
現
在
で

は
、
カ
レ
ー
味
や
レ
ッ
ド
チ
リ
味
、

和
風
だ
し
醤
油
味
も
登
場
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
フ
ァ
ミ
チ
キ
初

の
弁
当
「
黒
幕
引
き
丼
」
が
発
売

さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
チ
キ
を
擬

人
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
フ
ァ

ミ
チ
キ
先
輩
」
も
誕
生
し
、
さ
ら

な
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
サ
ク
サ
ク
と
し
て
ス
パ
イ

シ
ー
な
衣
の
食
感
に
魅
せ
ら
れ

て
、
今
ま
で
に
何
度
食
べ
た
こ
と

だ
ろ
う
か
。

　
ロ
ー
ソ
ン
の
「
Ｌ
チ
キ
」
は
、

２
０
０
９
年
に
発
売
さ
れ
た
。
今

年
６
月
に
大
幅
刷
新
さ
れ
、「
で

か
く
て
、
う
ま
い
」
こ
と
を
前
面

に
押
し
出
し
て
い
る
。
旨
塩
チ
キ

ン
と
旨
辛
チ
キ
ン
の
２
種
類
で
展

開
さ
れ
、
値
段
も
フ
ァ
ミ
チ
キ
よ

り
30
円
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
時
に
「
Ｌ
チ
キ
バ
ン
ズ
」

を
購
入
す
れ
ば
、
Ｌ
チ
キ
を
パ
ン

に
挟
む
と
い
う
食
べ
方
も
可
能

だ
。
最
近
で
は
、
新
た
に
チ
ー
ズ

味
も
登
場
し
た
。
フ
ァ
ミ
チ
キ
よ

り
も
肉
汁
が
多
く
、
肉
に
弾
力
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
セ
ブ
ン
の
「
揚

げ
鶏
」
や
、
フ
ァ
ミ
マ
の
「
プ
レ

ミ
ア
ム
チ
キ
ン
」
も
販
売
さ
れ
て

い
る
。「
頂
点
の
ト
リ

4

4

合
い
」
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。

600円以内で
コンビニランチしてみた

番外編

新総部員が

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

ロ
ー
ソ
ン

　
セ
ブ
ン
の
チ
ル
ド
弁
当
の
中
で

オ
ス
ス
メ
な
の
は
丼
も
の
だ
。
上

の
段
に
丼
の
具
が
、
下
の
段
に
は

ご
飯
が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
、
具
を
流
し

込
め
ば
い
つ
で
も
で
き
た
て
の
味

が
楽
し
め
る
。

　
フ
ァ
ミ
マ
で
は
、
昨
年
か
ら

「
フ
ァ
ミ
マ
で
ラ
イ
ザ
ッ
プ
」
と

銘
打
っ
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ム

を
運
営
す
る
ラ
イ
ザ
ッ
プ
と
の
コ

ラ
ボ
商
品
を
多
く
展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
生
パ
ス

タ
」
は
通
常
の
麺
に
比
べ
、
糖
質

　
テ
ー
マ
は
「
お
し
ゃ
れ
な
女
子

大
生
が
食
べ
て
い
そ
う
な
ラ
ン
チ
」。

メ
イ
ン
で
あ
る
パ
ス
タ
サ
ラ
ダ
に

は
、
蒸
し
鶏
・
グ
リ
ー
ン
レ
タ
ス
・

に
ん
じ
ん
・
紫
た
ま
ね
ぎ
が
ト
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
彩
り
豊
か
。

明
太
子
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
ほ
ど
よ

　
種
類
も
豊
富
で
、
麻
婆
豆
腐
丼

や
中
華
丼
、チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
ー

丼
の
中
華
も
の
か
ら
、
親
子
丼
、

カ
ツ
丼
、
牛
丼
の
和
食
も
あ
る
。

さ
ら
に
洋
風
料
理
の
代
表
と
も
い

え
る
カ
レ
ー
、
タ
コ
ラ
イ
ス
や
ガ

パ
オ
ラ
イ
ス
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
と

に
か
く
幅
が
広
い
。
気
分
に
合
わ

せ
て
選
択
で
き
る
。
大
き
い
丼
も

の
以
外
に
も
女
性
向
け
に
ミ
ニ
サ

イ
ズ
も
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
汁
物
の
取
り
揃
え
も
豊

富
な
と
こ
ろ
も
セ
ブ
ン
の
特
徴
だ
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品

数
が
多
く
、
カ
ッ
プ
状
の
も
の
か

ら
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
も
の
ま
で

様
々
で
あ
る
。

　
予
算
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は

最
近
話
題
の
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
お

菓
子
」
も
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。
北

海
道
の
マ
ル
セ
イ
の
バ
タ
ー
サ
ン

ド
や
、
仙
台
の
萩
の
月
な
ど
、
全

国
各
地
の
銘
菓
の
味
を
見
事
に
再

現
し
て
い
る
。

　
ラ
ン
チ
は
セ
ブ
ン
に
決
ま
り
だ
。

が
52
・８
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
パ
ス
タ

が
使
わ
れ
て
い
る
。若
干
の
蕎
麦
っ

ぽ
さ
が
あ
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た

が
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
に
し
っ
か
り

と
し
た
味
付
け
が
さ
れ
て
い
て
、

全
体
的
に
満
足
感
の
あ
る
商
品

だ
っ
た
。
ま
た
プ
リ
ン
や
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
な
ど
、
糖
質
を
抑
え
た

コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
も
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

　
惣
菜
シ
リ
ー
ズ
「
フ
ァ
ミ
デ
リ

カ
」
や
「
お
母
さ
ん
食
堂
」
も
オ

ス
ス
メ
だ
。
添
加
物
を
極
力
使
用

し
な
い
で
、
家
庭
の
食
卓
の
味
を

再
現
し
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

ト
レ
ー
の
中
に
は
窒
素
が
充
て
ん

さ
れ
て
い
る
た
め
、
賞
味
期
限
は

１
週
間
程
度
と
長
め
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
、
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
や
枝
豆
な
ど
、
単
身
者
に
は
嬉

し
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

　
さ
あ
あ
な
た
も
、
フ
ァ
ミ
マ
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
商
品
の
中

か
ら
、
自
分
に
ぴ
っ
た
り
な
ラ
ン

チ
を
見
つ
け
て
み
て
ほ
し
い
。

い
辛
み
が
加
わ
り
、
爽
や
か
な
味

で
あ
る
。
２
７
３
カ
ロ
リ
ー
と
ヘ

ル
シ
ー
で
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
炭
水
化
物
で
あ
る

パ
ン
が
３
２
４
カ
ロ
リ
ー
と
高

め
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
好
き
は
つ
い

手
に
取
っ
て
し
ま
う
が
、
ラ
ン

チ
と
し
て
は
あ
ま
り
好
ま
し
く

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ド
リ

ン
ク
は
、
お
し
ゃ
れ
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
目
を
引
く
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
。
苺
の
果
肉
が
ご
ろ
ご
ろ
入
っ

て
い
て
飲
み
ご
た
え
は
抜
群
。
か

つ
腸
内
環
境
も
整
え
て
く
れ
る

た
め
食
生
活
が
荒
れ
が
ち
な
学

生
に
は
嬉
し
い
ド
リ
ン
ク
だ
。
ま

た
、
ロ
ー
ソ
ン
の
ス
ム
ー
ジ
ー
は

種
類
が
豊
富
な
た
め
、
そ
の
日
の

気
分
で
変
え
ら
れ
る
の
も
良
い
。

　
カ
ロ
リ
ー
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、

コ
ス
ト
の
何
を
重
視
す
る
か
に

よ
っ
て
選
ぶ
も
の
も
変
わ
っ
て

く
る
が
、
５
０
０
円
台
の
買
い
物

で
も
満
足
の
得
ら
れ
る
ラ
ン
チ

が
買
え
る
の
は
た
し
か
だ
。

セブンプレミアム
カップみそ汁 長ねぎ
　　　　　　　　100円

おだしが決め手！ 親子丼
450円

ファミマでライザップ
ボロネーゼの生パスタ

398円

ファミデリカ 生ハム
　　　　　　　　138円

蒸し鶏のパスタサラダ
明太クリーム

298円

ドリンクヨーグルト ストロベリー
140円

モッチチョコブレッド　110円

ユースケ
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5 秋の夜長のコンビニ飯比較

コンビニ飯
秋の夜長の

ロ
ー
ソ
ン

　
ダ
イ
エ
ー
が
設

立
。「
プ
レ
ミ
ア

ム
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」
な
ど
の
「
ウ

チ
カ
フ
ェ
ス
イ
ー

ツ
」が
人
気
。「
か

ら
あ
げ
ク
ン
」
や

「
Ｌ
チ
キ
」な
ど
の
ホ
ッ
ト
ス
ナ
ッ

ク
も
充
実
。
他
に
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ロ
ー
ソ
ン
」
や
「
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト

ア
１
０
０
」
も
展
開
。
ポ
プ
ラ
や

ス
リ
ー
エ
フ
な
ど
中
堅
コ
ン
ビ

ニ
と
提
携
し
、
ダ
ブ
ル
ネ
ー
ム
店

舗
も
存
在
。
昨
年
三
菱
商
事
が
完

全
子
会
社
化
。
Ｐ
Ｂ
は
「
ロ
ー
ソ

ン
セ
レ
ク
ト
」
を
展
開
。
国
内
店

舗
数
は
１
万
３
千
。（
以
下
文
中

で
は
「
ロ
ー
ソ
ン
」
と
表
記
し

ま
す
）

　
「
も
ん
で
、
注
い
で
、
か
き
混

ぜ
て
」
作
る
フ
ァ
ミ
マ
の
フ
ラ
ッ

ペ
。
よ
く
見
か
け
る
け
ど
飲
ん
だ

こ
と
は
な
い
、
そ
ん
な
人
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、

定
番
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
『
カ
フ
ェ

　
レ
ジ
横
に
売
っ
て
い
る
と
、
香

ば
し
さ
に
つ
ら
れ
て
つ
い
つ
い
買

い
た
く
な
っ
て
し
ま
う
ホ
ッ
ト
ス

ナ
ッ
ク
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も

代
表
的
な
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
食

べ
比
べ
て
み
た
。

フ
ラ
ッ
ペ

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

ファミマファミマ

ファミマ

カフェフラッペ
270円

ファミチキ
180円

ジェラートフラッペ
ヨーグルト味

320円

Ｌチキ 旨塩チキン
150円

フ
ラ
ッ
ペ
』
と
８
月
中
旬
に
発
売

さ
れ
た
ば
か
り
の
『
ジ
ェ
ラ
ー
ト

フ
ラ
ッ
ペ
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
）』
を

飲
み
比
べ
た
。

　
カ
フ
ェ
フ
ラ
ッ
ペ
は
、コ
ー
ヒ
ー

と
い
う
よ
り
は
カ
フ
ェ
オ
レ
に
近

い
味
で
非
常
に
ま
ろ
や
か
。
一
口

目
は
「
甘
い
」
と
感
じ
る
が
、
飲

み
進
め
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ

氷
が
溶
け
丁
度
良
い
味
わ
い
に
な

る
。
ま
た
、
少
々
苦
み
が
あ
り
そ

れ
が
良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。
細
か
い
氷
の
た
め
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
感
覚
で
楽
し
む
こ
と
も
で

き
る
。
こ
の
味
と
価
格
な
ら
、
わ

ざ
わ
ざ
オ
シ
ャ
レ
な
カ
フ
ェ
に
行

か
な
く
て
も
満
足
で
き
て
し
ま
い

そ
う
だ
。
一
方
、新
作
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
フ
ラ
ッ
ペ（
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
）は
、

こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ッ
ペ
と
ひ
と
味

違
う
。「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
と
い
う
だ

け
あ
っ
て
、
舌
触
り
が
非
常
に
な

め
ら
か
。
味
は
あ
っ
さ
り
し
て
い

る
の
か
と
思
い
き
や
濃
厚
。
さ
ら

に
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を
注
ぐ
こ
と

で
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
風
味
に
コ
ク
が

プ
ラ
ス
さ
れ
、深
い
味
わ
い
に
な
っ

て
い
る
。
普
通
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
で

は
な
く
ヤ
ク
ル
ト
に
近
い
味
で
、

全
体
的
に
甘
さ
が
強
く
甘
党
の
人

に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
ド
リ
ン
ク
で

あ
る
。

　
現
在
、
フ
ァ
ミ
マ
で
は
８
種
類

の
フ
ラ
ッ
ペ
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
期
間
限
定
の
商
品
も
多
く
存

在
す
る
た
め
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
す
る
。様
々

な
味
に
挑
戦
し
自
分
好
み
の
フ

ラ
ッ
ペ
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
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ま
ず
フ
ァ
ミ
マ
の
「
フ
ァ
ミ
チ

キ
」
は
、
２
０
０
６
年
に
発
売
さ

れ
た
。
鶏
も
も
肉
の
腰
側
に
あ
る

「
サ
イ
」
の
部
分
を
使
用
し
て
い

る
。
昨
年
に
は
、
累
計
売
上
10
億

本
を
達
成
し
た
「
元
祖
骨
な
し
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
」
で
あ
る
。
不
動

の
一
番
人
気
と
な
っ
た
現
在
で

は
、
カ
レ
ー
味
や
レ
ッ
ド
チ
リ
味
、

和
風
だ
し
醤
油
味
も
登
場
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
フ
ァ
ミ
チ
キ
初

の
弁
当
「
黒
幕
引
き
丼
」
が
発
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さ
れ
た
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
チ
キ
を
擬

人
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
フ
ァ

ミ
チ
キ
先
輩
」
も
誕
生
し
、
さ
ら

な
る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
サ
ク
サ
ク
と
し
て
ス
パ
イ

シ
ー
な
衣
の
食
感
に
魅
せ
ら
れ

て
、
今
ま
で
に
何
度
食
べ
た
こ
と

だ
ろ
う
か
。

　
ロ
ー
ソ
ン
の
「
Ｌ
チ
キ
」
は
、

２
０
０
９
年
に
発
売
さ
れ
た
。
今

年
６
月
に
大
幅
刷
新
さ
れ
、「
で

か
く
て
、
う
ま
い
」
こ
と
を
前
面

に
押
し
出
し
て
い
る
。
旨
塩
チ
キ

ン
と
旨
辛
チ
キ
ン
の
２
種
類
で
展

開
さ
れ
、
値
段
も
フ
ァ
ミ
チ
キ
よ

り
30
円
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
時
に
「
Ｌ
チ
キ
バ
ン
ズ
」

を
購
入
す
れ
ば
、
Ｌ
チ
キ
を
パ
ン

に
挟
む
と
い
う
食
べ
方
も
可
能

だ
。
最
近
で
は
、
新
た
に
チ
ー
ズ

味
も
登
場
し
た
。
フ
ァ
ミ
チ
キ
よ

り
も
肉
汁
が
多
く
、
肉
に
弾
力
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
セ
ブ
ン
の
「
揚

げ
鶏
」
や
、
フ
ァ
ミ
マ
の
「
プ
レ

ミ
ア
ム
チ
キ
ン
」
も
販
売
さ
れ
て

い
る
。「
頂
点
の
ト
リ

4

4

合
い
」
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。

600円以内で
コンビニランチしてみた

番外編

新総部員が

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

ロ
ー
ソ
ン

　
セ
ブ
ン
の
チ
ル
ド
弁
当
の
中
で

オ
ス
ス
メ
な
の
は
丼
も
の
だ
。
上

の
段
に
丼
の
具
が
、
下
の
段
に
は

ご
飯
が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
、
具
を
流
し

込
め
ば
い
つ
で
も
で
き
た
て
の
味

が
楽
し
め
る
。

　
フ
ァ
ミ
マ
で
は
、
昨
年
か
ら

「
フ
ァ
ミ
マ
で
ラ
イ
ザ
ッ
プ
」
と

銘
打
っ
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ム

を
運
営
す
る
ラ
イ
ザ
ッ
プ
と
の
コ

ラ
ボ
商
品
を
多
く
展
開
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
生
パ
ス

タ
」
は
通
常
の
麺
に
比
べ
、
糖
質

　
テ
ー
マ
は
「
お
し
ゃ
れ
な
女
子

大
生
が
食
べ
て
い
そ
う
な
ラ
ン
チ
」。

メ
イ
ン
で
あ
る
パ
ス
タ
サ
ラ
ダ
に

は
、
蒸
し
鶏
・
グ
リ
ー
ン
レ
タ
ス
・

に
ん
じ
ん
・
紫
た
ま
ね
ぎ
が
ト
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
彩
り
豊
か
。

明
太
子
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
ほ
ど
よ

　
種
類
も
豊
富
で
、
麻
婆
豆
腐
丼

や
中
華
丼
、チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
ー

丼
の
中
華
も
の
か
ら
、
親
子
丼
、

カ
ツ
丼
、
牛
丼
の
和
食
も
あ
る
。

さ
ら
に
洋
風
料
理
の
代
表
と
も
い

え
る
カ
レ
ー
、
タ
コ
ラ
イ
ス
や
ガ

パ
オ
ラ
イ
ス
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
と

に
か
く
幅
が
広
い
。
気
分
に
合
わ

せ
て
選
択
で
き
る
。
大
き
い
丼
も

の
以
外
に
も
女
性
向
け
に
ミ
ニ
サ

イ
ズ
も
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
汁
物
の
取
り
揃
え
も
豊

富
な
と
こ
ろ
も
セ
ブ
ン
の
特
徴
だ
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品

数
が
多
く
、
カ
ッ
プ
状
の
も
の
か

ら
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
も
の
ま
で

様
々
で
あ
る
。

　
予
算
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は

最
近
話
題
の
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
お

菓
子
」
も
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。
北

海
道
の
マ
ル
セ
イ
の
バ
タ
ー
サ
ン

ド
や
、
仙
台
の
萩
の
月
な
ど
、
全

国
各
地
の
銘
菓
の
味
を
見
事
に
再

現
し
て
い
る
。

　
ラ
ン
チ
は
セ
ブ
ン
に
決
ま
り
だ
。

が
52
・８
％
カ
ッ
ト
さ
れ
た
パ
ス
タ

が
使
わ
れ
て
い
る
。若
干
の
蕎
麦
っ

ぽ
さ
が
あ
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た

が
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
に
し
っ
か
り

と
し
た
味
付
け
が
さ
れ
て
い
て
、

全
体
的
に
満
足
感
の
あ
る
商
品

だ
っ
た
。
ま
た
プ
リ
ン
や
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
な
ど
、
糖
質
を
抑
え
た

コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ
も
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
、
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

　
惣
菜
シ
リ
ー
ズ
「
フ
ァ
ミ
デ
リ

カ
」
や
「
お
母
さ
ん
食
堂
」
も
オ

ス
ス
メ
だ
。
添
加
物
を
極
力
使
用

し
な
い
で
、
家
庭
の
食
卓
の
味
を

再
現
し
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

ト
レ
ー
の
中
に
は
窒
素
が
充
て
ん

さ
れ
て
い
る
た
め
、
賞
味
期
限
は

１
週
間
程
度
と
長
め
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
、
ポ
テ
ト
サ
ラ

ダ
や
枝
豆
な
ど
、
単
身
者
に
は
嬉

し
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

　
さ
あ
あ
な
た
も
、
フ
ァ
ミ
マ
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
商
品
の
中

か
ら
、
自
分
に
ぴ
っ
た
り
な
ラ
ン

チ
を
見
つ
け
て
み
て
ほ
し
い
。

い
辛
み
が
加
わ
り
、
爽
や
か
な
味

で
あ
る
。
２
７
３
カ
ロ
リ
ー
と
ヘ

ル
シ
ー
で
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
炭
水
化
物
で
あ
る

パ
ン
が
３
２
４
カ
ロ
リ
ー
と
高

め
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
好
き
は
つ
い

手
に
取
っ
て
し
ま
う
が
、
ラ
ン

チ
と
し
て
は
あ
ま
り
好
ま
し
く

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ド
リ

ン
ク
は
、
お
し
ゃ
れ
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
目
を
引
く
飲
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
。
苺
の
果
肉
が
ご
ろ
ご
ろ
入
っ

て
い
て
飲
み
ご
た
え
は
抜
群
。
か

つ
腸
内
環
境
も
整
え
て
く
れ
る

た
め
食
生
活
が
荒
れ
が
ち
な
学

生
に
は
嬉
し
い
ド
リ
ン
ク
だ
。
ま

た
、
ロ
ー
ソ
ン
の
ス
ム
ー
ジ
ー
は

種
類
が
豊
富
な
た
め
、
そ
の
日
の

気
分
で
変
え
ら
れ
る
の
も
良
い
。

　
カ
ロ
リ
ー
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、

コ
ス
ト
の
何
を
重
視
す
る
か
に

よ
っ
て
選
ぶ
も
の
も
変
わ
っ
て

く
る
が
、
５
０
０
円
台
の
買
い
物

で
も
満
足
の
得
ら
れ
る
ラ
ン
チ

が
買
え
る
の
は
た
し
か
だ
。

セブンプレミアム
カップみそ汁 長ねぎ
　　　　　　　　100円

おだしが決め手！ 親子丼
450円

ファミマでライザップ
ボロネーゼの生パスタ

398円

ファミデリカ 生ハム
　　　　　　　　138円

蒸し鶏のパスタサラダ
明太クリーム

298円

ドリンクヨーグルト ストロベリー
140円

モッチチョコブレッド　110円

ユースケ
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☆基本情報☆

◦営業時間
　　9：00～24：00

◦定休日
　　土・日・祝日
　　（営業している場合もあり)

◦住所
　　兵庫県西宮市甲東園1−2−37
　　レマン甲東104

◦TEL
　　0798−20−7601

の
キ
ー
を
握
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
予
感

は
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
学
生
、
院
生
時
代
の
先
生
方
の
指
導
は
、
よ
く
言
え
ば
自
主

性
尊
重
、
悪
く
言
え
ば
ほ
っ
た
ら
か
し
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で

研
究
の
方
向
性
を
模
索
し
、
何
が
本
質
な
の
か
を
考
え
迷
い
な

が
ら
今
の
研
究
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
。
自
主
的
に
考
え
る

こ
と
、
失
敗
を
恐
れ
ず
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
、
特
に
若
い
う
ち

は
こ
れ
ら
が
大
事
だ
と
教
授
は
語
る
。

　
教
授
は
学
生
時
代
に
ボ
ー
ト
部
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
。

目
標
に
向
け
て
自
分
た
ち
で
課
題
を
設
定
し
、
そ
う
し
て
決
め

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
練
習
に
取
り
組
む
。そ
ん
な
経
験
も
、

自
主
的
な
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
上
で
大
き
な
役
に
立
っ
た
そ

う
だ
。
そ
れ
以
上
に
、
四
年
間
寝
食
を
と
も
に
し
て
力
を
合
わ

せ
た
仲
間
た
ち
と
の
連
帯
感
は
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
と
き

に
い
つ
も
心
の
支
え
と
な
っ
た
と
い
う
。
学
校
の
勉
強
は
も
ち

ろ
ん
、
課
外
活
動
を
通
じ
て
自
主
性
と
協
力
し
合
っ
て
課
題
を

遂
行
す
る
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
関
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。

　
佐
藤
教
授
は
、
中
国
の
漢
王
朝
時
代
か
ら
魏
晋
南
北
朝
時
代

の
官
僚
制
を
中
心
に
研
究
を
し
て
い
る
。
中
国
で
は
近
代
に
至

る
ま
で
高
度
な
官
僚
制
が
発
達
し
、
そ
れ
が
中
国
の
文
明
と
国

家
の
あ
り
方
を
大
き
く
特
徴
づ
け
て
き
た
。
そ
の
影
響
は
現
代

の
共
産
党
支
配
下
の
中
国
に
も
強
く
残
っ
て
い
る
。
多
極
化
す

る
21
世
紀
の
世
界
で
、
第
二
の
経
済
大
国
と
し
て
指
導
力
を
握

り
つ
つ
あ
る
中
国
を
知
る
上
で
も
、官
僚
制
の
原
型
が
確
立
し
、

周
辺
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
く
時
期
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
教
授
は
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
た
わ
け
で
は
な
い
そ
う
だ
。
実
用
の
学
よ
り

人
間
の
本
質
を
学
び
た
い
と
思
い
文
学
部
に
入
っ
た
も
の
の
、

特
に
何
を
や
り
た
い
わ
け
で
も
な
く
、
３
回
生
で
専
攻
を
決
め

る
際
に
、
消
去
法
で
選
ん
だ
の
が
東
洋
史
だ
っ
た
。「
東
洋
史

な
ら
日
本
の
研
究
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
し
漢
文
が
読
め

れ
ば
何
と
か
な
る
」。
そ
ん
な
安
易
な
理
由
で
東
洋
史
、
そ
れ

も
中
国
史
を
対
象
に
選
ん
だ
が
、
当
時
、
発
展
途
上
国
か
ら
よ

う
や
く
改
革
開
放
を
進
め
始
め
て
い
た
中
国
が
、
今
後
は
世
界

さとう　たつろう
1990年　京都大学文学部卒業
1995年　京都大学大学院文学研究科博士後期課程

研究指導認定退学
2001年　大阪樟蔭女子大学助教授
2005年　関西学院大学文学部助教授
2007年　同教授

自分で考え、仲間と力を合わせよう

佐 
藤  

達 

郎

文
学
部

教

　授

vol.14.v

バ
ー
ガ
ー
」
も
外
せ
な
い
。
目
一

杯
口
を
開
け
て
か
ぶ
り
つ
け
ば
、

無
農
薬
ト
マ
ト
か
ら
作
ら
れ
た

ソ
ー
ス
の
甘
さ
と
、
し
っ
か
り
と

し
た
バ
ン
ズ
か
ら
香
る
小
麦
粉
の

甘
さ
に
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
パ
ン
チ
を

加
え
、
パ
テ
ィ
の
旨
味
が
口
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
。
さ
ら
に
、
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
と
西
宮
産
の
酒

粕
が
、口
当
た
り
を
ま
ろ
や
か
に
。

こ
ち
ら
は
９
５
０
円
と
、
や
は
り

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。

　
ド
リ
ン
ク
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ

る
。
紅
茶
は
昌
勝
さ
ん
の
奥
さ
ま

が
選
び
、
約
20
種
類
も
の
銘
柄
を

扱
っ
て
い
る
。
一
方
、
コ
ー
ヒ
ー

は
昌
勝
さ
ん
が
セ
レ
ク
ト
。
深
煎

り
の
コ
ク
が
深
い
本
格
コ
ー
ヒ
ー

が
味
わ
え
る
。
い
ず
れ
も
、
初
め

て
飲
む
方
に
は
癖
が
な
い
ブ
レ
ン

ド
が
お
す
す
め
。

　
ま
た
、週
末
や
祝
日
の
多
く
は
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
ブ
ル
ゴ
リ
号
」

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て

い
る
。
昌
勝
さ
ん
に
は
、
外
で
も

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
こ
だ
わ
り
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と

ド
リ
ン
ク
を
お
手
軽
に
楽
し
め

る
。
授
業
終
わ
り
や
イ
ベ
ン
ト
で

ブ
ル
ゴ
リ
号
を
見
か
け
た
と
き
に

は
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

ド
ロ
ッ
プ
マ
シ
ー
ン
が
、
隠
れ
家

の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

一
方
で
、
店
内
に
設
置
さ
れ
た
液

晶
テ
レ
ビ
に
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
が
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
時
に
は
ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
の
よ

う
に
熱
狂
的
な
空
気
に
包
ま
れ

る
。

　
ブ
ル
ー
ゴ
リ
ラ
に
は
個
性
的
な

メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
が
、
特
に
「
ワ

ニ
バ
ー
ガ
ー
」
が
目
を
引
く
。
文

字
通
り
ワ
ニ
の
肉
を
使
っ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
で
、
ワ
ニ
の
肉
は
ニ
ワ

ト
リ
の
さ
さ
身
と
豚
ヒ
レ
の
中
間

の
よ
う
な
味
わ
い
。
珍
種
の
肉
に

多
い
臭
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
。
値
段
は
な
ん
と
８
０
０
円
。

こ
の
よ
う
な
業
態
の
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
と
し
て
は
破
格
の
安
さ
だ
。

　
西
宮
の
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
を
作

り
た
い
と
い
う
、
店
主
の
畑
昌
勝

さ
ん
の
思
い
で
生
ま
れ
た
「
西
宮

　
阪
急
今
津
線
甲
東
園
駅
の
東
、

細
い
路
地
の
、
さ
ら
に
奥
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
「Blue 

Gorilla

」
は
営
業
し
て
い
る
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
た
酒
瓶

や
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
、
無
造
作

に
積
ま
れ
た
空
き
瓶
の
王
冠
、
そ

し
て
赤
く
レ
ト
ロ
な
コ
ー
ヒ
ー
の

こだわりの西宮バーガー（950円）

楽しげな店内の様子

　
恋
愛
の
「
も
ど
か
し
く
て
、
切

な
い
思
い
」
が
詰
め
ら
れ
た
作
品

は
他
に
な
い
だ
ろ
う
。
読
ん
で
い

て
登
場
人
物
の
心
情
を
想
像
し
て

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
場

面
も
あ
る
が
、
読
み
終
え
る
と
甘

酸
っ
ぱ
く
、
少
し
温
か
な
気
持
ち

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
恋
愛
小
説

で
あ
る
。

　
今
回
紹
介
す
る
小
説
は
中
田
永

一
作『
百
瀬
、こ
っ
ち
を
向
い
て
。』

で
あ
る
。

　
こ
の
小
説
は
、
主
人
公
が
大
人

に
な
っ
た
「
今
」
か
ら
回
顧
す
る

形
で
「
過
去
」
に
あ
っ
た
出
来
事

が
描
か
れ
て
い
る
。主
人
公
は「
人

間
レ
ベ
ル
２
」
で
容
姿
も
性
格
も

ぱ
っ
と
し
な
い
「
ノ
ボ
ル
」。
そ

ん
な
彼
に
は
幼
馴
染
で
憧
れ
の
先

輩
、
宮
崎
瞬
が
い
た
。
瞬
は
学
校

中
の
マ
ド
ン
ナ
で
あ
る
神
林
先
輩

と
付
き
合
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼

に
は
ま
る
で
野
良
猫
の
よ
う
な
目

つ
き
を
し
た
「
２
番
目
の
彼
女
」、

百
瀬
陽
が
い
た
。あ
る
理
由
か
ら
、

ノ
ボ
ル
は
宮
崎
先
輩
の
「
２
番
目

の
彼
女
」
で
あ
る
百
瀬
陽
と
付
き

合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
残
酷
す
ぎ
る
理
由
と
は
。
そ
し

て
、
登
場
人
物
た
ち
は
今
―
。

　
作
者
の
中
田
永
一
は
『
夏
と
花

火
と
私
の
死
体
』
で
一
躍
有
名
に

な
っ
た
乙
一
と
同
一
人
物
で
、
他

に
も
、
山
白
朝
子
、
枕
木
憂
士
な

ど
の
多
く
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い

て
活
躍
し
て
い
る
。

　
こ
の
小
説
は
元
も
も
い
ろ
ク

ロ
ー
バ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
、
現

在
は
女
優
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
早
見
あ
か
り
、
俳
優
の
竹
内

太
郎
、
向
井
理
な
ど
が
出
演
し
、

２
０
１
４
年
に
映
画
化
も
さ
れ
て

い
る
。
主
題
歌
の
『
こ
っ
ち
を
向

い
て
よ
』
は
、
以
前
本
学
の
大
学

祭
の
後
夜
祭
ラ
イ
ブ
に
も
出
演
し

た
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
バ
ン
ド
Ｗ
Ｅ
Ａ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
が
手
掛
け
る
。
初
恋
の
思

い
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
、
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
を
ピ
ア

ノ
の
旋
律
に
乗
せ
た
こ
の
曲
は
原

作
に
も
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。ぜ
ひ
、

映
画
を
見
る
際
は
主
題
歌
に
も
注

目
し
て
欲
し
い
。

　
映
画
で
も
、
小
説
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
『
百
瀬
、
こ
っ
ち

を
向
い
て
。』。
一
度
作
品
を
手
に

取
っ
て
み
て
欲
し
い
。
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午
前
一
時
。
俺
は
、
夏
の
夜
風
を
浴
び
な
が
ら
星
を
眺
め
て
い
た
。

特
に
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
夏
の
夜
は
こ
う
し
て
過
ご
す
の
が
昔
か
ら

の
習
慣
だ
。
夏
の
夜
は
蒸
し
暑
く
て
、
眠
れ
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

　
今
年
か
ら
大
学
生
。
高
校
時
代
と
比
べ
て
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

課
題
の
な
い
大
学
の
夏
休
み
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
意
外
に

暇
を
も
て
あ
ま
し
、
こ
う
し
て
毎
日
星
を
眺
め
る
だ
け
の
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

　
思
え
ば
つ
い
こ
の
間
ま
で
高
校
生
だ
っ
た
自
分
が
、
大
学
生
に
な
っ

て
初
め
て
の
学
期
が
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
が
経
つ
の
は
早
い

と
言
う
が
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
大
学
の
四
年
間
も
あ
っ
と
い

う
間
だ
ろ
う
。
時
間
は
無
情
に
も
過
ぎ
て
い
く
。
改
め
て
そ
れ
を
実
感

し
た
。

　
眠
た
く
は
な
か
っ
た
が
、
気
分
転
換
に
横
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
天

井
を
見
つ
め
な
が
ら
様
々
な
こ
と
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
数
ヶ
月
間
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
数
日
は
落
ち
着

い
て
眠
れ
な
か
っ
た
こ
の
家
も
、
今
で
は
完
全
に
自
分
の
家
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
り
、
バ
イ
ト
を
始
め
た
り
、
新
し
い

友
人
も
で
き
た
。
逆
に
、
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
今
も
深
い
繋

が
り
が
あ
る
の
は
、
数
人
と
い
う
の
は
寂
し
い
気
が
す
る
。
自
分
を
取

り
巻
く
環
境
は
確
実
に
変
化
し
て
い
た
。
入
学
や
入
社
な
ど
、
新
し
い

組
織
に
所
属
す
る
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の

「
変
化
」
に
は
ど
こ
か
寂
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
、変
わ
る
こ
と
は
怖
い
。
今
が
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
失
う
こ
と
に
対
し
て
臆
病
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
生
き
て
い
く

上
で
環
境
の
変
化
、
自
分
自
身
が
変
わ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ

う
思
う
と
ま
た
、
寂
し
く
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
や
は
り
眠
れ
な
い
の
で
、
も
う
一

度
星
を
眺
め
に
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た
。
冷
房
の
効
い
た
室
内
と
は
違
い
蒸

し
暑
い
空
気
、
そ
の
中
で
肌
を
心
地
よ
く
さ
せ
る
夜
風
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
。

　
こ
っ
ち
に
来
て
か
ら
星
を
眺
め
て
い
る
と
、
い
つ
も
故
郷
を
思
い
出

す
。
都
会
の
夜
は
人
工
の
光
で
満
ち
て
い
る
。
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
る

夜
景
と
い
う
の
は
確
か
に
美
し
い
。
だ
が
、
田
舎
の
星
空
も
都
会
と
は

違
う
良
さ
が
あ
る
と
思
う
。
人
工
の
光
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
星
空
は

都
会
よ
り
輝
い
て
見
え
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
、
気
に
入
っ
て
い
る
。

　
星
の
光
は
も
の
に
よ
っ
て
違
う
が
、
何
年
、
何
万
年
前
の
光
が
地
球

に
届
い
て
い
る
と
い
う
。
自
分
た
ち
が
今
見
て
い
る
星
の
光
が
、
自
分

が
ま
だ
生
ま
れ
る
前
の
も
の
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
。
そ
れ
に
、
星
の
光

は
き
っ
と
昔
も
今
も
そ
し
て
、未
来
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、輝
き
続
け
る
。

自
分
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
も
、
星
は
い
つ
で
も
同
じ

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
感
覚
が
い
つ
も
俺
を
安
心
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
何
度
も
星
空
を
見
上
げ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
今
こ
の
瞬

間
の
星
の
光
を
、
未
来
の
人
も
見
上
げ
る
だ
ろ
う
。

『
夏
の
夜
空
』

柊
蒼
人

学
院
大
学
声
優
研
究
会
は
、
本
学

で
唯
一
の
声
優
を
研
究
す
る
同
好

会
だ
。
昨
年
11
月
の
新
月
祭
に
お

い
て
、
声
優
２
人
を
招
待
し
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
・
運
営
す
る
な

ど
、
華
々
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
会
員
は
男
性
16
人
女
性
２
人

の
計
18
人
、
う
ち
１
回
生
は
８
人

と
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
。

　
今
回
取
材
し
た
、
代
表
の
湯
浅

響
さ
ん
（
法
・
２
）
は
昨
年
の
入

学
時
に
は
、
ア
ニ
メ
に
関
連
し
た

団
体
を
見
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア

ニ
メ
は
世
界
的
に
流
行
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
声
優
業
界
は
特

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

先
代
の
先
輩
た
ち
と
と
も
に
声
優

好
き
な
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
の

た
め
に
立
ち
上
げ
た
そ
う
だ
。

　
昨
今
、
声
優
業
界
は
楽
曲
デ

ビ
ュ
ー
や
ラ
イ
ブ
の
開
催
、
フ
ァ
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大
学
４
回
生
の
頃
、
私
は
「
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
」
が
見
つ
か

ら
ず
に
い
ま
し
た
。
中
途
半
端
な

気
持
ち
で
面
接
に
行
く
な
ど
し
て

も
企
業
に
対
し
て
失
礼
に
な
る
と

考
え
、
最
終
的
に
就
職
活
動
を
止

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
２
年
間
フ
リ
ー

タ
ー
を
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
土
木
工
事
業

　
日
本
文
化
の
代
表
の
一
つ
で
あ

る
ア
ニ
メ
、
そ
の
中
で
も
欠
か
せ
な

い
の
が
声
優
で
あ
る
。
画
面
上
で
動

く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
へ
声
を
当
て

る
こ
と
で
命
を
吹
き
込
む
。
ま
た
、

役
者
と
は
違
い
声
色
だ
け
で
役
を

表
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
難
易
度
と
声
優
と
い
う
職
業
の

人
気
の
高
ま
り
と
が
相
ま
っ
て
、

男
女
ど
ち
ら
と
も
声
優
に
な
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
関
西

ン
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
重
視
さ
れ
る

ア
イ
ド
ル
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

湯
浅
さ
ん
は
特
に
こ
の
ア
イ
ド
ル

化
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、
研
究

の
や
り
が
い
が
あ
る
と
語
る
。

　
ま
た
、
研
究
の
範
囲
は
声
優
と

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る

ア
ニ
メ
に
も
及
ぶ
。
作
品
の
制
作

の
背
景
や
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
意

図
な
ど
、
両
面
か
ら
作
品
の
研
究

を
行
う
。

　
湯
浅
さ
ん
は
昨
年
の
活
動
で

は
、
や
は
り
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。「
客

と
の
金
銭
的
な
や
り
取
り
が
あ
る

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
準

備
を
綿
密
に
整
え
た
。
ま
た
、
事

務
所
と
の
直
接
の
交
渉
や
会
場
で

声
優
を
案
内
す
る
な
ど
、
普
段
は

関
わ
れ
な
い
社
会
人
と
の
交
流
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
一
方
で
、
声
優
研
究
会
は
設
立

か
ら
日
が
浅
い
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
本
学
の
公
認
団
体
に

な
る
た
め
に
は
一
定
の
活
動
期
間

が
必
要
で
あ
る
。
昨
年
は
次
年
度

の
会
員
勧
誘
の
た
め
、
知
名
度

ア
ッ
プ
を
目
的
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は

人
も
集
ま
っ
た
た
め
、
組
織
と
し

て
存
続
す
る
た
め
の
土
台
を
固
め

る
べ
く
、
開
催
を
見
送
る
と
い
う

の
が
湯
浅
さ
ん
の
決
断
だ
。「
昨

年
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
前
会
長

の
力
に
頼
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
も
安
定
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
研
究
会
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
も
今
年
は
充

電
の
年
に
し
た
。
こ
の
想
い
の
火

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
決
意
を
語
っ
た
。（
Ａ
・
Ｍ
）

の
後
、
異
動
し
た
東
京
の
科
学
文

化
部
で
も
原
発
問
題
を
継
続
取

材
。
そ
う
し
た
と
き
に
起
き
た

の
が
、
東
日
本
大
震
災
の
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
だ
っ
た

の
で
す
。
長
年
、
原
発
を
取
材

し
て
き
た
記
者
と
し
て
、
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
複
雑
で
巨
大
な
技

術
を
果
た
し
て
日
本
は
扱
え
る
の

か
、
国
と
し
て
改
め
て
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
「
自
然
災
害
は
我
々
の
想
像

を
超
え
て
く
る
」
と
い
う
教
訓
が

示
さ
れ
た
事
故
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

な
ど
、
様
々
な
仕
事
を
経
験
し
ま

す
。
さ
ら
に
違
っ
た
世
界
を
知
る

た
め
、
神
戸
大
学
の
大
学
院
に
２

年
間
通
い
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト

ル
に
１
年
間
の
留
学
も
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
自
分
探
し
の
中
で
、
営

利
が
求
め
ら
れ
る
民
間
企
業
よ

り
、
公
に
資
す
る
分
野
が
合
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
メ

デ
ィ
ア
や
官
公
庁
を
志
望
、
最
後

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
決
め
ま
し
た
。

　
入
局
し
て
ま
ず
福
井
放
送
局
に

配
属
さ
れ
、
２
年
目
に
敦
賀
支
局

に
異
動
。
そ
こ
で
原
発
を
担
当
し

ま
し
た
。

　
こ
の
担
当
が
き
っ
か
け
で
、
そ

　
そ
の
後
、静
岡
放
送
局
を
経
て
、

現
在
は
名
古
屋
放
送
局
の
ニ
ュ
ー

ス
デ
ス
ク
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
報
道
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
、

記
事
が
で
る
と
社
会
的
に
大
き
な

反
響
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
ど
の
立
場
の
人
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
常
に
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
勤
務
は

突
然
の
呼
び
出
し
も
あ
り
ま
す
。

初
め
て
会
う
人
に
辛
い
質
問
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
仕
事
は
面
白
い
。

「
伝
え
る
こ
と
で
社
会
の
何
か
が

変
わ
る
」。
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
最
高
の
充
実
感
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
」
を
見
つ

け
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
が
“
報
道
”
に
出
会
え
た

の
は
、
若
い
頃
に
様
々
な
経
験
を

し
た
お
か
げ
で
す
。
経
験
が
な
い

と
「
自
分
に
合
わ
な
い
も
の
」
が

分
か
り
ま
せ
ん
。「
合
わ
な
い
も

の
」
が
分
か
ら
な
い
と
「
合
っ
て

い
る
も
の
」
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
話
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
失
敗

を
し
て
、
最
後
に
自
分
に
「
合
う

も
の
」
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
大
学
生
生
活
は
様
々

な
「
人
」「
モ
ノ
」
に
触
れ
る
時

間
に
し
て
く
だ
さ
い
。
将
来
、
必

ず
宝
物
に
な
り
ま
す
。
決
し
て
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
Ｋ
・
Ｍ
）

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

古
屋
放
送
局
で
ニ
ュ
ー
ス
デ
ス
ク
を

務
め
る
山
崎
淑
行
さ
ん
。
２
０
１
１

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事

故
で
は
、
連
日
、
ス
タ
ジ
オ
で
テ
レ

ビ
解
説
を
続
け
た
。

（
　
年
卒
）
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まれ。４歳の頃、大阪府・枚
方市に移り住む。1992年に
関西学院大学経済学部卒業。
1997年、NHKに入局。福井
放送局、敦賀支局、東京の科
学文化部などを経て、名古屋
放送局ニュースデスク（現
職）。
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午
前
一
時
。
俺
は
、
夏
の
夜
風
を
浴
び
な
が
ら
星
を
眺
め
て
い
た
。

特
に
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
夏
の
夜
は
こ
う
し
て
過
ご
す
の
が
昔
か
ら

の
習
慣
だ
。
夏
の
夜
は
蒸
し
暑
く
て
、
眠
れ
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

　
今
年
か
ら
大
学
生
。
高
校
時
代
と
比
べ
て
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

課
題
の
な
い
大
学
の
夏
休
み
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
意
外
に

暇
を
も
て
あ
ま
し
、
こ
う
し
て
毎
日
星
を
眺
め
る
だ
け
の
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

　
思
え
ば
つ
い
こ
の
間
ま
で
高
校
生
だ
っ
た
自
分
が
、
大
学
生
に
な
っ

て
初
め
て
の
学
期
が
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
が
経
つ
の
は
早
い

と
言
う
が
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
大
学
の
四
年
間
も
あ
っ
と
い

う
間
だ
ろ
う
。
時
間
は
無
情
に
も
過
ぎ
て
い
く
。
改
め
て
そ
れ
を
実
感

し
た
。

　
眠
た
く
は
な
か
っ
た
が
、
気
分
転
換
に
横
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
天

井
を
見
つ
め
な
が
ら
様
々
な
こ
と
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
数
ヶ
月
間
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
数
日
は
落
ち
着

い
て
眠
れ
な
か
っ
た
こ
の
家
も
、
今
で
は
完
全
に
自
分
の
家
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
り
、
バ
イ
ト
を
始
め
た
り
、
新
し
い

友
人
も
で
き
た
。
逆
に
、
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
今
も
深
い
繋

が
り
が
あ
る
の
は
、
数
人
と
い
う
の
は
寂
し
い
気
が
す
る
。
自
分
を
取

り
巻
く
環
境
は
確
実
に
変
化
し
て
い
た
。
入
学
や
入
社
な
ど
、
新
し
い

組
織
に
所
属
す
る
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の

「
変
化
」
に
は
ど
こ
か
寂
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
、変
わ
る
こ
と
は
怖
い
。
今
が
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
失
う
こ
と
に
対
し
て
臆
病
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
生
き
て
い
く

上
で
環
境
の
変
化
、
自
分
自
身
が
変
わ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ

う
思
う
と
ま
た
、
寂
し
く
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
や
は
り
眠
れ
な
い
の
で
、
も
う
一

度
星
を
眺
め
に
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
た
。
冷
房
の
効
い
た
室
内
と
は
違
い
蒸

し
暑
い
空
気
、
そ
の
中
で
肌
を
心
地
よ
く
さ
せ
る
夜
風
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
。

　
こ
っ
ち
に
来
て
か
ら
星
を
眺
め
て
い
る
と
、
い
つ
も
故
郷
を
思
い
出

す
。
都
会
の
夜
は
人
工
の
光
で
満
ち
て
い
る
。
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
る

夜
景
と
い
う
の
は
確
か
に
美
し
い
。
だ
が
、
田
舎
の
星
空
も
都
会
と
は

違
う
良
さ
が
あ
る
と
思
う
。
人
工
の
光
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
星
空
は

都
会
よ
り
輝
い
て
見
え
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
、
気
に
入
っ
て
い
る
。

　
星
の
光
は
も
の
に
よ
っ
て
違
う
が
、
何
年
、
何
万
年
前
の
光
が
地
球

に
届
い
て
い
る
と
い
う
。
自
分
た
ち
が
今
見
て
い
る
星
の
光
が
、
自
分

が
ま
だ
生
ま
れ
る
前
の
も
の
だ
っ
た
り
す
る
の
だ
。
そ
れ
に
、
星
の
光

は
き
っ
と
昔
も
今
も
そ
し
て
、未
来
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、輝
き
続
け
る
。

自
分
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
も
、
星
は
い
つ
で
も
同
じ

よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
感
覚
が
い
つ
も
俺
を
安
心
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
何
度
も
星
空
を
見
上
げ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
今
こ
の
瞬

間
の
星
の
光
を
、
未
来
の
人
も
見
上
げ
る
だ
ろ
う
。

『
夏
の
夜
空
』

柊
蒼
人

学
院
大
学
声
優
研
究
会
は
、
本
学

で
唯
一
の
声
優
を
研
究
す
る
同
好

会
だ
。
昨
年
11
月
の
新
月
祭
に
お

い
て
、
声
優
２
人
を
招
待
し
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
・
運
営
す
る
な

ど
、
華
々
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
会
員
は
男
性
16
人
女
性
２
人

の
計
18
人
、
う
ち
１
回
生
は
８
人

と
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
。

　
今
回
取
材
し
た
、
代
表
の
湯
浅

響
さ
ん
（
法
・
２
）
は
昨
年
の
入

学
時
に
は
、
ア
ニ
メ
に
関
連
し
た

団
体
を
見
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア

ニ
メ
は
世
界
的
に
流
行
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
声
優
業
界
は
特

に
注
目
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

先
代
の
先
輩
た
ち
と
と
も
に
声
優

好
き
な
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
の

た
め
に
立
ち
上
げ
た
そ
う
だ
。

　
昨
今
、
声
優
業
界
は
楽
曲
デ

ビ
ュ
ー
や
ラ
イ
ブ
の
開
催
、
フ
ァ

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップではNHKでデ
スクを務める山

やま

崎
さき

淑
よし

行
ゆき

さんに、K.G.PEOPLEで
は関西学院大学声優研究会の湯浅響さんに話を
聞きました。

♯25．
湯浅　響さん（法・２）

関西学院大学 声優研究会

　
大
学
４
回
生
の
頃
、
私
は
「
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
」
が
見
つ
か

ら
ず
に
い
ま
し
た
。
中
途
半
端
な

気
持
ち
で
面
接
に
行
く
な
ど
し
て

も
企
業
に
対
し
て
失
礼
に
な
る
と

考
え
、
最
終
的
に
就
職
活
動
を
止

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
２
年
間
フ
リ
ー

タ
ー
を
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
土
木
工
事
業

　
日
本
文
化
の
代
表
の
一
つ
で
あ

る
ア
ニ
メ
、
そ
の
中
で
も
欠
か
せ
な

い
の
が
声
優
で
あ
る
。
画
面
上
で
動

く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
へ
声
を
当
て

る
こ
と
で
命
を
吹
き
込
む
。
ま
た
、

役
者
と
は
違
い
声
色
だ
け
で
役
を

表
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
難
易
度
と
声
優
と
い
う
職
業
の

人
気
の
高
ま
り
と
が
相
ま
っ
て
、

男
女
ど
ち
ら
と
も
声
優
に
な
る
の

は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
関
西

ン
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
重
視
さ
れ
る

ア
イ
ド
ル
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

湯
浅
さ
ん
は
特
に
こ
の
ア
イ
ド
ル

化
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、
研
究

の
や
り
が
い
が
あ
る
と
語
る
。

　
ま
た
、
研
究
の
範
囲
は
声
優
と

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る

ア
ニ
メ
に
も
及
ぶ
。
作
品
の
制
作

の
背
景
や
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
意

図
な
ど
、
両
面
か
ら
作
品
の
研
究

を
行
う
。

　
湯
浅
さ
ん
は
昨
年
の
活
動
で

は
、
や
は
り
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。「
客

と
の
金
銭
的
な
や
り
取
り
が
あ
る

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
準

備
を
綿
密
に
整
え
た
。
ま
た
、
事

務
所
と
の
直
接
の
交
渉
や
会
場
で

声
優
を
案
内
す
る
な
ど
、
普
段
は

関
わ
れ
な
い
社
会
人
と
の
交
流
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
一
方
で
、
声
優
研
究
会
は
設
立

か
ら
日
が
浅
い
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
本
学
の
公
認
団
体
に

な
る
た
め
に
は
一
定
の
活
動
期
間

が
必
要
で
あ
る
。
昨
年
は
次
年
度

の
会
員
勧
誘
の
た
め
、
知
名
度

ア
ッ
プ
を
目
的
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は

人
も
集
ま
っ
た
た
め
、
組
織
と
し

て
存
続
す
る
た
め
の
土
台
を
固
め

る
べ
く
、
開
催
を
見
送
る
と
い
う

の
が
湯
浅
さ
ん
の
決
断
だ
。「
昨

年
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
前
会
長

の
力
に
頼
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
も
安
定
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
研
究
会
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
も
今
年
は
充

電
の
年
に
し
た
。
こ
の
想
い
の
火

を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

と
決
意
を
語
っ
た
。（
Ａ
・
Ｍ
）

の
後
、
異
動
し
た
東
京
の
科
学
文

化
部
で
も
原
発
問
題
を
継
続
取

材
。
そ
う
し
た
と
き
に
起
き
た

の
が
、
東
日
本
大
震
災
の
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
だ
っ
た

の
で
す
。
長
年
、
原
発
を
取
材

し
て
き
た
記
者
と
し
て
、
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
複
雑
で
巨
大
な
技

術
を
果
た
し
て
日
本
は
扱
え
る
の

か
、
国
と
し
て
改
め
て
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
「
自
然
災
害
は
我
々
の
想
像

を
超
え
て
く
る
」
と
い
う
教
訓
が

示
さ
れ
た
事
故
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

な
ど
、
様
々
な
仕
事
を
経
験
し
ま

す
。
さ
ら
に
違
っ
た
世
界
を
知
る

た
め
、
神
戸
大
学
の
大
学
院
に
２

年
間
通
い
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト

ル
に
１
年
間
の
留
学
も
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
自
分
探
し
の
中
で
、
営

利
が
求
め
ら
れ
る
民
間
企
業
よ

り
、
公
に
資
す
る
分
野
が
合
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
メ

デ
ィ
ア
や
官
公
庁
を
志
望
、
最
後

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
決
め
ま
し
た
。

　
入
局
し
て
ま
ず
福
井
放
送
局
に

配
属
さ
れ
、
２
年
目
に
敦
賀
支
局

に
異
動
。
そ
こ
で
原
発
を
担
当
し

ま
し
た
。

　
こ
の
担
当
が
き
っ
か
け
で
、
そ

　
そ
の
後
、静
岡
放
送
局
を
経
て
、

現
在
は
名
古
屋
放
送
局
の
ニ
ュ
ー

ス
デ
ス
ク
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
報
道
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
、

記
事
が
で
る
と
社
会
的
に
大
き
な

反
響
が
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
ど
の
立
場
の
人
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
常
に
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
勤
務
は

突
然
の
呼
び
出
し
も
あ
り
ま
す
。

初
め
て
会
う
人
に
辛
い
質
問
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
仕
事
は
面
白
い
。

「
伝
え
る
こ
と
で
社
会
の
何
か
が

変
わ
る
」。
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
最
高
の
充
実
感
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
」
を
見
つ

け
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
が
“
報
道
”
に
出
会
え
た

の
は
、
若
い
頃
に
様
々
な
経
験
を

し
た
お
か
げ
で
す
。
経
験
が
な
い

と
「
自
分
に
合
わ
な
い
も
の
」
が

分
か
り
ま
せ
ん
。「
合
わ
な
い
も

の
」
が
分
か
ら
な
い
と
「
合
っ
て

い
る
も
の
」
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
話
を
し
、
い
ろ
い
ろ
な
失
敗

を
し
て
、
最
後
に
自
分
に
「
合
う

も
の
」
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
大
学
生
生
活
は
様
々

な
「
人
」「
モ
ノ
」
に
触
れ
る
時

間
に
し
て
く
だ
さ
い
。
将
来
、
必

ず
宝
物
に
な
り
ま
す
。
決
し
て
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
Ｋ
・
Ｍ
）

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

古
屋
放
送
局
で
ニ
ュ
ー
ス
デ
ス
ク
を

務
め
る
山
崎
淑
行
さ
ん
。
２
０
１
１

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
原
発
事

故
で
は
、
連
日
、
ス
タ
ジ
オ
で
テ
レ

ビ
解
説
を
続
け
た
。

（
　
年
卒
）

’92

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

第
18
回

第
18
回

■
■ 

■
■ 

さ
ん

山
崎 

淑
行 

さ
ん

山崎　淑行（やまさき・よしゆき）

　1969年、山口県・萩市生
まれ。４歳の頃、大阪府・枚
方市に移り住む。1992年に
関西学院大学経済学部卒業。
1997年、NHKに入局。福井
放送局、敦賀支局、東京の科
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職）。
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2017年10月5日 関 西 学 院 大 学 新 聞 8関学パウダールームひみつ大図鑑

　おんなのこにオス
スメなのがこの場所
だ。化粧台の数が多
く、学内で唯一化粧
台と手洗い場が一つ
になったタイプのも
のが設置されている。
手の汚れを気にせず
メイクに勤しめる。
　しかし、数は多く
とも授業終了直後に
は社ガールが殺到し、
待つケースもあるた
め早めに場所を確保
した方が良いかもし
れない。

社会学部棟 １F

関西学院会館 B1F

新学生会館 ３F Ｇ号館 ２F

洋式３　和式１　化粧台０

洋式10　和式２　化粧台６

洋式１　和式２　化粧台０ 洋式４　和式３　化粧台∞

　学内で唯一、ハンドドライヤーを設置して
いる。また、消毒用アルコールも用意されて
いて手厚い。入り口には本学時計台の絵が飾
られており、完全に来客用となっている。

＜編集後記＞
　好評を博した「おとこのこへん」に続き今回は「お
んなのこへん」をお送りした。こうしてスポットを当
ててみると同じパウダールームといっても個性が表れ
ている。
　取材を進める間、リニューアルした旧学生会館を学
校職員が興味津々に見ているところに遭遇した。やは
りきれいな方が気持ちいいのだろう。この調子で改装
を推し進めてほしいところである。
　ぜひお気に入りや穴場を見つけ、より良いキャンパ
スライフを。

　部活動に所属している学生が利用すること
が多い。きしむドアと電池の切れた擬音装置
が特徴だ。少し遠くても新しいところを使い
たくなる。

　入ってすぐにある長机風の化粧台の使い勝
手が良い。留学生が多いにも関わらず、和式
が約半数を占める。和式を前に並んでいる人
に譲られたときの対処法を教えてほしい。

第５別館 ３F

洋式７　和式０　化粧台４
　今回、一番のオススメはこの場所だ。北面
採光ではあるが、手洗い場の後ろに設置され
た窓から自然の光が入り込む。明るく清潔感
があって気持ちが良い。化粧台が充実してい
るのも嬉しい点である。

旧学生会館 １F

洋式４　和式０　化粧台０
　入口が西部劇スタイルで有名なこの場所。今
夏晴れてリニューアルされた。リニューアル後
もそのスタイルを受け継ぎ、入口の窓はクリア
だ。頑なにすりガラスにはならないらしい。ご
み箱がかわいいのがポイントだ。

Ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
→
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

※化粧台は独立化粧台をカウント


